
広報
Vol.455

煙表紙 南極体験教室 将来は観測隊員に鎧

のぎのぎ

煙ホームページアドレス

http：//ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｎｏｇｉ.ｔｏｃｈｉｇｉ.ｊｐ/（６/３０ 南赤塚小学校特別授業）

水と緑と人の和でうるおいのあるまち…………野木町

平成21年AUGUST20092009

斬健康診断を受けてみませんか鎧
斬デマンド型タクシーアンケート結果
斬第３３回町文化祭参加者募集
斬CULTURE&SPORTS
斬エニスホール・三国サミットイベント情報
斬広報連絡委員レポート
斬お知らせ
斬PLAYLOT
斬WithYou
斬がっこう（野木第二中学校）
斬Topics～町の話題・投稿～

◆公民館 館報ふれあい １３０号

２頁

４頁

５頁

６頁

10頁

11頁

12頁

24頁

25頁

26頁

27頁

煙目次



橋保健センターでの集団健診の申込方法

事前申込制です。町健康福祉課に電話か来所での申し込みになります。

※各日、定員（１２０名）になり次第、締め切らせていただきます。

橋町委託医療機関での個別健診の申込方法

実施期間

産基本健診・特定健診・後期高齢者健診 遇 ６月～１２月

産がん検診 遇 ４月～３月

希望健診の項目によって、申込方法が異なります。

また、医療機関によって、受けられる項目が異なりますので確認のうえ申し込みください。

（2）

問い合わせ先

町健康福祉課 撒（５７）４１７１

（表５）町指定医療機関

子宮がん
検診

前立腺がん
検診

大腸がん
検診

胃がん
検診

後期高齢者健診
(後期高齢者保険加入者）
※生活機能評価を含む

特定健診
(40歳～74歳）

※65歳以上は生活機能評価を含む

基本健診
(30歳～39歳）

医療機関

産産産産産撒(56)0280岩崎医院

産産産撒(57)2510菊池クリニック

産産産撒(56)2255木村外科胃腸科内科医院

産撒(56)0356近藤医院

産産産撒(54)5004さくら診療所

産産産撒(57)0056鹿野クリニック

産産産撒(57)9811寺内整形外科

産産産産産産撒(55)0710野木病院

（表４）希望健診項目と申込方法

申込方法医療保険等の種類・希望健診項目

受診券が必要ですので、町健康福祉課に電話をしてください。受診

券を郵送します。

受診券が届いたら、町委託医療機関に電話で申込をしてください。

４０歳以上の野木町国保の方、後期高齢者医療の方、生活保護の方で、

産基本健診、特定健診、後期高齢者健診のみ希望の方

産基本健診、特定健診、後期高齢者健診とがん検診を

同時に受診希望の方

町委託医療機関に電話で申込をしてください。受診券を取り寄せ

る必要はありません。

産３０歳代の方で健診希望の方

産がん検診のみ希望の方

（表２）健診日程

健診日

９/２８（月）

９/２９（火）

１０/２９（木）

１０/３０（金）

１１/１３（金）

１１/１５（日）

１１/１７（火）

１２/１３（日）

１２/１４（月）

１２/１５（火）

（表３）申込時にお尋ねすること

①集団か個別か

集団健診の申込か、個別健診の申込かを確認します。

②希望健診日 (表２)の集団健診日程表から選択してください。

③健康保険証 申込時にご用意ください。

④生年月日

⑤希望健診項目

基本健診、特定健診、後期高齢者健診、胃がん検診、肺がん検診、

前立腺がん検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、肝炎ウ

イルス検診の申込受付をします。年齢などによって対象とならな

い健診もありますので、(表１）の対象の欄をよく確認ください。

⑥氏名

⑦住所

⑧電話番号



（表１）２１年度健診対象・内容・料金

料 金内 容対 象種 別

３０～３９歳…１，０００円

生活保護対象者…無料

★問診・身体計測（身長・体重・BMI・腹囲）・診察・血

圧・血液検査（脂質・血糖・肝機能）・尿（尿糖・尿蛋

白）

※上記の項目の他に、20年度の特定健診のデータ

を基に、医師の判断による追加項目（眼底・心電図・

貧血）が加わる方もいます。

★健診日当日６５歳以上の方は、生活機能評価検査

（無料）が加わります。（基本チェックリスト・口腔

内の視診・関節の触診・心電図検査・貧血検査・反復

唾液嚥下テスト・血清アルブミン検査）

産30～39歳(S45.4.1～S55.3.31生まれ)で

町内に住所を有する方

※社保本人除く

産30歳以上(S55.3.31以前生まれ)の

生活保護対象者

基 本

健 診

４０～６９歳…１，０００円

７０歳以上…無料

40～74歳(S10.4.1～S45.3.31生まれ)の

野木町国民健康保険の方

特 定

健 診

無料
75歳以上(S10.3.31以前生まれ)の方

※65歳以上の後期高齢者医療該当者含む

後期高齢者

健 診

５００円★バリウムによる胃レントゲン撮影

30歳以上(S55.3.31以前生まれ)で

町内に住所を有する方

胃 が ん

検 診

３００円★便潜血反応検査（2日法）
大腸がん

検 診

Ｘ線…２００円

X線＋喀痰…７００円

★胸部レントゲン撮影

★喀痰細胞診

肺 が ん

検 診

３００円★血液検査（ＰＳＡ値測定）
50歳以上(S35.3.31以前生まれ)の男性で

町内に住所を有する方

前立腺がん

検 診

奇数年齢…５００円

偶数年齢…４，８００円
★乳房レントゲン撮影と超音波検査

平成22年3月31日現在で年齢が奇数の女

性（30歳以上）で町内に住所を有する方

(例：31、33、35、37、39歳･･･）

※21年度対象とならない方も、全額自己

負担で受診することができます。

乳 が ん

検 診

奇数年齢…５００円

偶数年齢…３，５００円
★細胞診

平成22年3月31日現在で年齢が奇数の女

性（20歳以上）で町内に住所を有する方

(例：21、23、25、27、29歳･･･）

※21年度対象とならない方も、全額自己

負担で受診することができます。

子宮がん

検 診

５００円
★血液検査

B型肝炎ウイルス・Ｃ型肝炎ウイルス検査

①21年度中に40歳(S44.4.1～S45.3.31生

まれ)になる方

②21年度中に41歳以上の方で、過去に肝

炎ウイルス検診を受けたことがない方

肝炎ウイルス

検 診

※町保健センター・医療機関実施を問わず、年度内に１回のみの受診となります。

※野木町国民健康保険以外の方の４０～７４歳の特定健診は、各保険者にお問い合わせください。

※乳がん・子宮がん検診は２年に一度の受診になります。ただし、２１年度対象とならない方も全額自己負担で受診することができます。

※受診の際は健康保険証をご持参ください。

橋定期的に健診を受診し、ご自身の健康管理に役立てましょう。

健診項目・対象・内容・料金を確認のうえ、申し込みください。

（3）

早期発見・予防のために
健診を受けてみませんか鎧
～２１年度生活習慣病健診の申込受付中です～
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結果の概結果の概要要

利用する利用する
1717％％

利用する
17％

利用する
17％

回答なし
6％

利用しない
26％

利用しない
26％

利用しない
26％

将来利用する
51％

将来利用する
51％

将来利用する
51％

週1～2回
47％

週1～2回
47％

週1～2回
47％

その他
15％

その他
15％

その他
15％

毎日
3％

月1回
16％

月1回
16％

月1回
16％

週3～4回
14％

週3～4回
14％

週3～4回
14％

回答なし
5％

通院
51％

通院
51％

通院
51％

通勤
3％

買い物
31％

買い物
31％

買い物
31％

通学
1％ その他

11％
その他
11％
その他
11％

回答なし
3％

回答なし
3％

100円
23％
100円
23％
100円
23％

その他
3％

回答なし
4％

回答なし
4％

300円以下
24％

300円以下
24％

300円以下
24％

200円以下
30％

200円以下
30％

200円以下
30％

400円以下
2％

400円以下
2％

400円以下
2％

600円以下
2％

500円以下
12％

500円以下
12％

500円以下
12％

8～10時
26％
8～10時
26％
8～10時
26％

その他
7％

回答なし
3％
回答なし
3％

16～18時
7％
16～18時
7％
16～18時
7％

14～16時
16％
14～16時
16％
14～16時
16％

12～14時
12％
12～14時
12％
12～14時
12％

10～12時
29％
10～12時
29％
10～12時
29％

問問：町総務課政策企画室問：町総務課政策企画室 撒撒(57)4100(57)4100



音 楽 会
期 日 10月25日（日）
会 場 エニスホール

●邦楽・合奏・合唱・オーケストラ他

（音楽会募集規定）

1．参加希望者は、参加申込書に

必要事項を記入し、町公民館

へ申し込む。

2．団体・サークルの出演とし、個

人での参加申込は受付ません。

3．運営委員会で決定した出演持

ち時間（出入り・準備含む）内

での参加となります。

4．音楽会に参加する団体・サー

クルは芸能発表会には参加で

きません。

5．参加無料

6．参加者は、当日の運営のお手

伝いをお願いします。

7．参加者打ち合わせ会を9月8日

(火)午後7時から、町公民館で

開催しますので、必ず出席し

てください。

募集期間/8/1（土）～31（月）（期間厳守）
募集内容/各募集規定による 参加資格/町在住在勤者
申込用紙/芸能発表・音楽会・展示発表・各種催物の申込用紙は町公民館にあります。
申込・問い合わせ先/町生涯学習課 撒（57）4188 死syougaigakusyuu@town.nogi.tochigi.jp

募 集 要 項

第第第第第第第第第第33333333333333333333回回回回回回回回回回野野野野野野野野野野木木木木木木木木木木町町町町町町町町町町文文文文文文文文文文第33回野木町文化化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集参加者募集

（5）

●催し物がいっぱい
詳しくは広報１０月号をご覧ください。

興興興興興興興興興興興文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化公公公公公公公公公公演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会文化公演会興興興興興興興興興興興

日 時 11月23日（月・祝）

時 間 開場/午後2時30分

開演/午後3時

会 場 エニスホール 大ホール

主催 苛野木町施設振興事業団

共催 野木町文化祭実行委員会

チケット 全席指定

一般…2000円（税込）

学生…1500円（税込）

中高生…1000円（税込）

小学生以下…500円（税込）

下記プレイガイドにて8月8日より発売外

ダンスパーティー

10月24日（土）

午後6時30分～9時30分

町体育センター（土足厳禁）

※入場整理券が必要となります。

日時

会場

将 棋 大 会

11月3日（火・祝） 午前9時30分～

町公民館2階和室

日時

会場

映 画 会

未定

11月1日（日）

午後1時開場 午後1時30分上映

エニスホール

※入場整理券が必要となります。

作品

日時

会場

囲 碁 大 会

10月25日（日） 午前9時30分～

町公民館2階和室

日時

会場

芸能発表会
期 日 11月3日（火・祝）
会 場 エニスホール

●民踊舞踊・民謡・詩吟・歌謡・

民族舞踊・各種団体

（芸能発表会募集規定）

1．参加希望者は、参加申込書に

必要事項を記入し、町公民館

へ申し込む。

2．団体・サークルの出演とし、個

人での参加申込は受付ません。

3．出演持ち時間（出入り・準備含

む）は、1曲5分以内。

4．芸能発表会に参加する団体・

サークルは、音楽会には参加

できません。

5．参加無料

6．参加者は、当日の運営のお手

伝いをお願いします。

7．参加者打ち合わせ会を9月9日

(水)午後7時から、町公民館で

開催しますので、必ず出席し

てください。

展 示 発 表 会
期 間 10月30日（金）、31日（土）、11月1日（日）
会 場 町体育センター・町公民館
申込数 部門ごとにつき1人1点

（部門内の複数申し込み不可）
効 効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効

出 品 物 規 定部 門

自作に限る華 道

短冊・色紙・額・条幅・枠張・仮巻
で自筆のものに限る

書 道

短冊・色紙で自筆のものに限る文 芸

自作に限る工 芸

パネル・額等（自撮影に限る）
四つ切・半切・全紙

写 真

自作に限る
絵画：額3号～20号まで

美 術

青少年関係団体、女性関係団体等で自主的
にサークル活動をしていて、上記の部門
に属さないもの

そ の 他
一般サークル
各種団体

０さいからのファミリークラシック

宮谷理香トリオ音楽会

・エニスホール 撒（57）2000
・宮脇書店野木店 撒（54）1138
・長島つり具店 撒（55）1982
・野木町公民館 撒（57）4188
（平日のみ）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

各種催物
出店数出店規定期間部門

応相談
団体・サークルで申し込む
（茶会打ち合わせ会で協議）

10月30日（金）
～11月1日（日）茶会

応相談
団体・サークルで申し込む
（模擬店等打ち合わせ会で協議）

10月30日（金）
～11月3日（火）
（2日（月）は除く）

模擬
店等

ルドヴィート・カンタ

奥村 愛
宮谷 理香



コーラス初心者講座

町文化協会コーラス部主催の初心
者対象講座です。
歌うことによって、心身ともにリ
フレッシュしませんか。
声を出すことは、とても楽しいこ
とです。一人よりみんなで集まると
楽しさ倍増！初めての方でも腹式呼
吸から楽しく体験しましょう。

日時・内容 プログラム参照
(全４回)

講 師 興梠多佳子さん(声楽家)
会 場 町公民館
対 象 町在住在勤者
定 員 先着２０名
受講料 １０００円
申込期間 ８月１日～２５日
申込方法
受講料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 撒（５７）４１８８

いけばな

伝統文化こども教室

伝統文化こども教室事業は、文化
庁から委嘱を受けた(財)伝統文化活
性化国民協会の事業です。昨年度に
引き続き今年度も野木町において、
子ども向けのいけばな教室を開催し
ます。
季節の花を手にとって楽しく活け
てみませんか。ぜひご参加ください。

日時・内容 プログラム参照
(全１０回)

講 師 小原流華道教授
会 場 町公民館
対 象 小学１年生～中学３年生
募集人員 先着３０名
花材費 ６０００円(１０回分)
申込期間 ８月３日～９月１５日
申込方法 町公民館へ
※花器、はさみ等は準備します。

問山中三枝子 撒（５６）２０２６
村上君子 撒（５７）２６９７

茶道初心者講座

町文化協会茶道部主催の初心者対
象講座です。
日本古来の伝統文化のひとつであ
る茶道について体験してみませんか。
気軽にご参加ください。

日時・内容 プログラム参照
(全６回)

講 師 裏千家教授 林宗栄さん
会 場 町公民館
対 象 町在住在勤者
定 員 先着１５名
受講無料
申込期間 ８月３日～１４日
申込方法
受講料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 撒（５７）４１８８
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プログラム

内 容日 時回

・道具、花材の扱い方
・花を活けてみよう

１０/３（土）
１０：００～
１２：００

１

・基本実技
１０/１０（土）
１０：００～
１２：００

２

・基本実技
１０/１７（土）
１０：００～
１２：００

３

・基本実技
１１/１４（土）
１０：００～
１２：００

４

・基本実技
１１/２８（土）
１０：００～
１２：００

５

・クリスマス花
１２/１２（土）
１０：００～
１２：００

６

・お正月花
１２/２６（土）
１０：００～
１２：００

７

・基本実技
１/１６（土）
１０：００～
１２：００

８

・自由に活けてみよう
１/３０（土）
１０：００～
１２：００

９

・自由に活けてみよう

・公民館にて発表会

２/１３（土）
１０：００～
１２：００

１０

※内容変更の場合があります。

プログラム

内 容日 時回

・初歩の茶道、
お作法について

９/１５（火）
１０：００～
１２：００

１

・茶巾、茶筅、茶杓について
・茶碗の仕組方

９/２９（火）
１０：００～
１２：００

２

・抹茶の点方、頂き方
１０/６（火）
１０：００～
１２：００

３

・お菓子のすすめ方、頂き方
１０/２０（火）
１０：００～
１２：００

４

・客の作法など
１１/１７（火）
１０：００～
１２：００

５

・まとめ
１２/８（火）
１０：００～
１２：００

６

※内容変更の場合があります。

プログラム

内 容日 時回

産歌ってみよう
・合唱について
・腹式呼吸について
・斉唱

９/６（日）
１３：３０～
１５：００

１

産分かれてみよう
・輪唱
・パートについて
あなたの声はどのパート？

９/２０（日）
１３：３０～
１５：００

２

産二部合唱
・パート練習
・二部合唱練習

１０/４（日）
１３：３０～
１５：００

３

産心を合わせて
歌ってみよう

・二部合唱練習
・プチ発表会

１０/１８（日）
１３：３０～
１５：００

４

※内容変更の場合があります。



夏休み親子キャンプ

町公民館では夏休みを利用し、親
子キャンプを行います。自然の中で
の野外生活を体験してみませんか。
いざ、大自然の懐へ。満天の星の下、
ひと夏の思い出づくりを応援します。

期 日 ８月２２日（土）、２３日（日）
場 所 休暇村 那須
内 容 朝日岳登山

キャンプファイヤー等
指導員 日本レク協１級指導員 他
対 象 小学校４年生以上の親子
定 員 先着２０組
参加料 １組 １１０００円

※大人６５００円、子ども４５００円
申込期間 ８月３日～７日
申込方法
参加料を添え町生涯学習課へ

事前学習 ８月９日（日）午前１０時～
町公民館

問町公民館 撒（５７）４１７７

パソコン・サロン

ボランティアによる初心者対象パ
ソコン相談室を開催しています。

日 時 ８月２２日（土）
午前９時３０分～１１時３０分
８月２７日（木）
午後１時～４時

会 場 町公民館２階第４研修室
申込不要
※日程変更もありますので、公民館
掲示板で確認するか、問い合わせく
ださい。

問町公民館 撒（５７）４１８８

ボランティアセミナー

～生きがい、よろこび新発見～

「ボランティアとは？」から「ボラ
ンティアとして何ができるか、何を
いかせるか」など基礎から応用まで
学べ、ボランティアを始めたい方に
ピッタリの講座です。
受講後は既存ボランティア団体が
ありますのですぐにボランティアが
始められます。

日時・テーマ プログラム参照
（全３回）

会 場 町公民館
講 師 下都賀教育事務所

社会教育主事
対 象 町在住在勤者
定 員 ２０名
参加無料
申込期間 ８月２４日～９月４日

（２５日からは電話可）
※定員になり次第終了

問町公民館 撒（５７）４１８８

町民大学

モジもコトバも使いよう
～文字・言葉の持つ不思議な力～

常日頃使っている言葉が人にどの
ような影響を与えているか、自信に
満ちた声の出し方とは？自分の書く
文字が自分の性格をあらわしている
としたら・・・興味がわいてきませ
んか？
心理学の専門家、プロのアナウン
サーを講師に招き、実際に作業して
みることにより、自分自身に気づき、
より自分自身を高められる講座です。

日時・テーマ・講師
プログラム参照（全５回）

会 場 町公民館
対 象 町在住在勤者
定 員 ３０名
参加無料
申込期間 ８月２４日～９月４日

（２５日からは電話可）
※定員になり次第終了

問町公民館 撒（５７）４１８８
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プログラム

テーマ・講師（敬称略）日 時回

産言葉の威力
白鴎大学准教授 伊東孝郎

９/１２（土）
１０：００～
１２：００

１

産文字は口ほどに
物を言う骸①

筆跡診断士 野上美代子

９/１９（火）
１０：００～
１２：００

２

産文字は口ほどに
物を言う骸②

筆跡診断士 野上美代子

９/２６（土）
１０：００～
１２：００

３

産美しい日本語を話す①
ＦＭぐんま 清水由美

１０/３（土）
１０：００～
１２：００

４

産美しい日本語を話す②
ＦＭぐんま 清水由美

１０/１０（土）
１０：００～
１２：００

５

ULTUREC

プログラム

テーマ日 時回

産ボランティアとは？

９/１０（木）

１４：００～

１６：００

１

産ボランティアとして

何ができるのか？

９/１７（木）

１４：００～

１６：００

２

産一歩進んだ

ボランティア

９/２４（木）

１４：００～

１６：００

３



第21回町近県

ソフトテニス大会

期 日 ９月５日（土）
会 場 町総合運動公園
参加資格 町在住在勤者

連盟登録者
種 目 Ⅰ部・Ⅱ部
参加料 １組 ３０００円

（参加賞、昼食代）
申込期限 ８月２８日
抽選会 ８月２９日

問須見照夫 撒（５７）３７７５

第26回町婦人

バレーボール秋季大会

期 日 ９月６日（日）
会 場 町体育センター
対 象 町在住在勤家庭婦人
種 目 ９人制バレーボール
参加料 １チーム １０００円
申込期間 ８月２４日～３１日
抽選会 ９月１日

問渋谷友子 撒（５７）０１６２

第11回町ソフトバレー

フェスティバル

期 日 ８月２３日（日）
会 場 野木中新体育館

野木二中体育館
種 目 混合（フリー、シルバー、

ゴールド）
女子（シルバー）

問伏木ヤス子 撒（５５）１６３１

貸出カードの更新

住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト

休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセット等は、入れないでください。
開館中は、カウンターに返してく
ださい。

おはなし会

■
日 時 ８月７日（金）

午前１１時～１１時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 グレース森
■
日 時 ８月１１日、１８日、２５日（火）

午前１１時～１１時２０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 ピノキオ
■
日 時 ８月１５日（土）

午後２時～２時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
プログラム 絵本と紙しばい 他
対 象 ４歳位から小学生
ボランティア団体 ピノキオ

こども映画会

「Ｃｏｏ 遠い海から来たクー」
日 時 ８月８日（土）

午後２時～４時
会 場 ２階ホール
対 象 ５歳以上

「ゲゲゲの鬼太郎」
日 時 ８月２２日（土）

午後２時～２時５５分
会 場 ２階ホール
対 象 ５歳以上

新着図書案内

＜一般書＞
産１Ｑ８４ Ｂｏｏｋ１・２

（村上春樹）
産ストロベリー・フィールズ

（小池真理子）
産｢小さな暮らし｣で軽やかに生きる

（主婦の友社）
産バラの病気と害虫 （長井雄治）
産会計天国 （竹内謙礼）
産仕事の極め方 （中谷彰宏）

＜児童書＞
産まめうしくんとＡＢＣ

（あきやまただし）
産サバンナのサバイバル （洪在徹）
産宇宙のサバイバル ２ （洪在徹）
産旅館すずめや （雨宮尚子）
産マジカル少女レイナ
妖しいパティシェ （石崎洋司）

産マジカル少女レイナ
運命のテーマパーク （石崎洋司）
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喝Ｐ６のつづき

元気の出るスポーツクラブのぎ

ダンベル体操教室

脂肪の主な燃焼箇所である筋肉を
増やすことで基礎代謝の高い身体を
作りましょう。太らない身体への改
善を指導します。

期 日 ９月１４日～１０月２６日
毎週月曜日（全５回）

会 場 町公民館
定 員 先着１５名
参加費 クラブ会員 ２０００円

非会員 ３０００円
持ち物 空のペットボトル５００悪

２本または５００ｇ～１茜の
ダンベル ２個
運動のできる服装、タオル、
飲み物

講 師 日本スポーツクラブ協会
運動指導認定員

申込期間 ８月２０日～
※定員になり次第終了

申込方法
参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

プール開放事業

野木二中プールを一般開放してい
ます。

開放日 ８月２３日まで
毎週土曜日・日曜日

時 間 午前１０時～正午
午後１時～４時

利用資格 町在住在勤者
※小学校低学年以下は保護者同伴

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブのぎ

ヨガピラティス教室

シェイプアップはもちろん、姿勢
歪み等を調整しバランスの取れた美
しい身体を作りませんか。

日 時 ９月５日～１０月３日
毎週土曜日（全５回）
午後１時３０分～２時４５分

会 場 町武道館
定 員 先着２０名

（過去に受講していない方）
参加料 クラブ会員 ２０００円

非会員 ３０００円
持ち物 運動のできる服装、タオル、

飲み物、ヨガ・ストレッチ
マット（バスタオル可）

講 師 染野智子さん
申込期間 ８月１７日～

※定員になり次第終了
申込方法
参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

第28回町水泳大会

期 日 ８月２３日（日）
会 場 野木中プール
参加資格 町在住在勤者
種 目 小学生の部・中学生の部・

青年男子の部・壮年男子の
部・一般女子の部

参加料 ２００円
申込期間 ８月３日～１４日
申込方法
参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

カヌー体験教室

野木二中プールでカヌー体験教室
を開催します。静水での講習ですの
で安心して参加できます。

日 時 ８月２９日（土）・３０日（日）
午前９時３０分～１１時３０分

会 場 野木二中プール
定 員 先着２０名
参加料 １５００円
対 象 町在住在勤者

（小学校４年生以上）
持ち物 水着、タオル、飲み物、

着替え
講 師 カヌースクールインストラクター
申込期間 ８月４日～１７日

※定員になり次第終了
申込方法
参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブのぎ

バウンドテニス教室

体育館の中で行う、小さなコート
のテニスです。初心者でも気軽に参
加できます。

日 時 ９月３日～１０月１５日
毎週木曜日（全７回）
午後１時～３時

会 場 町体育センター
定 員 先着１５名
参加料 クラブ会員 ２０００円

非会員 ３０００円
持ち物 運動のできる服装、タオル、

飲み物
※ラケット貸出可

講 師 協会公認指導者
申込期間 ８月１８日～２６日

※定員になり次第終了
申込方法
参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

（9）
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古
河
市

算
企
画
展「
風
景
・
名
所
・
写
り
込
む
何
か
」

ふ
る
さ
と
の
風
景
を
回
顧
す
る
行
為
を
、
写
真

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
紹
介
し
ま
す
。

日

時

８
月

日（
日
）ま
で

３０

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時

分
ま
で

３０

会

場

古
河
歴
史
博
物
館

（
古
河
市
中
央
町
３
‐

‐

）

１０

５６

問
古
河
歴
史
博
物
館

撒（

）５
２
１
１

２２

北
川
辺
町

算
オ
ニ
バ
ス
が
見
頃
で
す

北
川
辺
町
は
埼
玉
県
内
唯
一
の
オ
ニ
バ
ス
自
生

地
で
す
。
鋭
い
と
げ
の
あ
る
葉
が
直
径
１
メ
ー
ト

ル
以
上
に
な
り
、
水
面
に
あ
ざ
や
か
な
赤
紫
色
の

か
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
早
朝
に
開
花
し
ま

す
。
８
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で
が
見
頃
で
す
。

場

所

オ
ニ
バ
ス
自
生
地

（
町
役
場
よ
り
東
へ
約
１
Ｋ
ｍ
）

問
産
業
建
設
課

撒（

）１
２
０
５

６１

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

（10）



皆さんが住む国に昔、戦争があったことを多くの国民が知らないという

時代となってしまった。今から６４年前、日本はアメリカ合衆国と戦争をし

ていたのだ。開戦当初その戦場は遠い太平洋上や南方の島々であったが、

やがて本土にも空襲による戦禍が及んでくるようになった。我が野木町の

上空でもゼロ戦とＢ２９による空中戦が行われた。太田の飛行場から出撃し

た倉井利二少尉は、戦闘の末に機体分解され佐川野の畑に墜落して亡くな

った。昭和２０年２月９日午後２時のことであった。子どもだった私は、走

って見に行ったことを今でもはっきりと憶えている。そして３月上旬、東

京、大阪などの都市が大空襲にあい、焼夷弾によって焼きつくされた。栃木

県でも宇都宮、栃木などが空襲された。火災を起こすことを目的に作られ

た『焼夷弾』は、日本を空襲するために開発されたそうだ。その中身は爆

薬ではなくて、引火すると激しく燃えるゼリー状の油脂ガソリンだ。投下

してからしばらくすると本体が分解され、内蔵されている多数の焼夷弾が

ばらまかれる仕組みになっていた。これらの焼夷弾も、８月６日の広島そ

して９日の長崎の原子爆弾も、米軍の大型戦略爆撃機Ｂ２９から投下された

ものだ。この爆撃機は、高度１万メートルを時速６００キロで飛行することが

でき、日本にのべ１６万トンもの爆弾を投下したと伝えられている。５月に

は横浜そして６月には神戸も空襲した。近辺では総和の飛行場が８月１２日

に爆撃を受け消滅してしまった。その３日後の８月１５日に日本はポツダム

宣言を受諾し、やっと戦争は終結した。玉音放送が今も私の耳に残ってい

る。戦死者２４６万人。国内でも５０万人を超える一般市民が犠牲になった。

戦後はさまざまな困難と不自由をもたらし、日常生活は壊滅寸前の状態

だった。食べるもの、着るもの全てが不足し、不安と空腹の時代であった。

農業者は、肥料、農薬、機械がなくて、手作業で自給自足の生活をよぎな

くされた。病気になっても医者にも行けない、薬も飲めない、健康でなけれ

ば生きてはいけない暮らしだった。今では考えられないことだが、ノミ、シ

ラミ、ハエ、ゴキブリと同居しているような時代でもあった。都会に行って

みると男の子は靴磨き、女の子は花売り、そんな光景があちこちで見受けら

れた。庶民に生活必需品が少しずつ出回ってきたのは戦後５年くらいが経

ってからのことだった。

６４年前の苛烈を極めた戦火の日々。女性やお年寄りまでが空爆や艦砲射

撃、機銃掃射の犠牲になった。多くの都市が灰と化した。戦後我が国は永

遠の平和を求めた。国民はたゆまぬ努力を怠らず、めざましい発展をとげ

ることができた。今日の平和と繁栄は、戦争で亡くなられた多くの人々の

尊い犠牲の上に築かれていることを私たちは忘れてはいけない。しかしな

がら我が国有史以来の最大の出来事である「戦争」の惨禍に対する国民の

認識は戦争体験者の高齢化や世代の交代などにより時代とともに薄れその

歴史的試練は、ますます風化しつつあるようだ。国民の７８％が戦争を知ら

ない人達になってしまった。このような状況を踏まえ、過ちを再び繰り返

さないために、戦争の悲惨さを後世に伝えていくことは、我々遺族は勿論の

こと国民共有の責務ではないのかと考えている。

（11）

後
世
に
伝
え
た
い
平
和
へ
の
想
い

広報連絡委員

舘野 善一

広報連絡委員
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公民館　館報ふれあい

1

ふ
れ
あ
い
第130号

※
「
公
民
館 

館
報
ふ
れ
あ
い
」
の
記
事
に

　
関
し
て
の
問
い
合
せ
先

　
野
木
町
公
民
館
　
T
E
L
（
57
）
４
１
８
８

ちょっと自慢の公民館講座、いかがです？
　公民館では１年を通じて様々な講座が開かれています。他市町で行われ

ていないような講座、住民の方々が企画に携わっている講座など特徴のあ

る講座を企画しています。ここではこれから受講できる講座をご紹介しま

す。申込方法については、今月号のカルチャー＆スポーツをご覧ください。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
興
味
の
あ
る
方
に
は
朗
報
で
す
。

こ
の
９
月
に
公
民
館
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
は
何
ぞ
や
？
か
ら
、
一

歩
進
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
で
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
学
べ
ま
す
。
受
講
し

た
後
は
、
公
民
館
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
き
ち
ん
と
し
た
受
け
皿
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
こ
で
活
動
す
る
も
よ
し
。

「
生
き
が
い
」
を
見
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
月
２
回
公
民
館
で
パ
ソ
コ
ン
に
つ

い
て
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
、
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
く
れ
る
と
評
判
の

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン
企
画
の
講
座
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
に
全
く
触
れ
た
こ
と
が

な
い
方
、
触
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も

難
し
い
と
感
じ
て
い
る
方
、
心
配
無

用
で
す
！

　
基
礎
知
識
か
ら
、
文
書
の
作
成
、

デ
ジ
カ
メ
の
使
い
方
ま
で
日
常
よ
く

使
う
動
作
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
町
民
大
学
は
、
日
頃
慣

れ
親
し
ん
で
い
る
「
文
字
・
言
葉
」

を
テ
ー
マ
に
開
講
し
ま
す
。

　
書
く
文
字
で
そ
の
人
の
性
格
が
わ

か
る
の
か
？
発
す
る
言
葉
で
人
を
成

長
さ
せ
ら
れ
る
の
か
、
は
た
ま
た
委

縮
さ
せ
て
し
ま
う
の
か
？
元
気
は
つ

ら
つ
な
声
の
出
し
方
と
は
？

　
た
だ
聴
く
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
！

実
際
に
活
動
で
き
る
お
も
し
ろ
い
講

座
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
民
大
学

「
モ
ジ
も
コ
ト
バ
も
使
い
よ
う
」

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

和気あいあいの受講風景（昨年度）

わかりやすくがモットーです

ボランティア企画講座のひとコマ



分分

館館

かか

らら

　
一
週
間
前
の
天
気
予
報
は
「
雨
」
。

６
月
７
日
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

開
催
は
危
ぶ
ま
れ
た
。
し
か
し
「
健

康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
雨
に
降
ら
れ
た

こ
と
は
な
い
！
」
と
云
い
切
っ
た
分

館
長
の
言
葉
通
り
、
当
日
の
朝
に
は

好
天
と
な
っ
た
。

　
か
く
し
て
96
名
と
多
数
の
参
加
者

に
も
恵
ま
れ
、
９
時
30
分
に
友
沼
小

学
校
を
ス
タ
ー
ト
。
６
キ
ロ
コ
ー
ス

と
４
キ
ロ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
た
が
、

今
年
は
圧
倒
的
に
６
キ
ロ
コ
ー
ス
の

方
が
多
か
っ
た
の
は
健
康
志
向
の
表

れ
か
。
気
温
28
度
で
少
し
む
し
暑
い

中
、
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
松
原
大
橋
を
元

気
に
通
過
。
見
る
と
数
名
単
位
で
グ

ル
ー
プ
と
な
り
会
話
の
花
が
咲
い
て

い
る
。
ま
さ
に
「
歩
く
喫
茶
店
」
の

大
移
動
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
で
お
年

寄
り
か
ら
小
学
生
ま
で
全
員
が
無
事

ゴ
ー
ル
。
参
加
者
の
笑
顔
に
拍
手
！

　
６
月
16
日
、
恒
例
の
「
敬
老
お
楽

し
み
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
70
才
以
上
の
方
々
は
皆
、
若
々

し
く
生
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
（
ホ
ー
プ
館
）
は
熱
気
に
つ
つ

ま
れ
、
分
館
福
祉
部
の
女
性
陣
が
汗

だ
く
に
な
っ
て
「
お
も
て
な
し
」
に

相
努
め
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
式
典
で
は
、
分
館
長
の

挨
拶
に
続
き
、
来
賓
を
代
表
し
て
町

長
が
ご
自
身
の
お
母
様
か
ら
聞
か
さ

れ
た
「
分
館
の
在
り
方
」
を
語
り
か

け
る
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
演
芸
会
で
は
出
席
さ
れ

た
方
々
が
手
づ
く
り
の
演
芸
（
カ
ラ

オ
ケ
舞
踊
）
を
披
露
し
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
又
特
別
出
演
団
体
（
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
オ
カ
リ
ナ
、
童
謡
）
が
、

ム
ー
ド
づ
く
り
に
一
役
買
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
６
月
17
日
東
京
都
内
で
の
、
分
館

の
研
修
に
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

印
刷
博
物
館
で
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を

印
刷
機
で
作
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

昼
食
は
、
ホ
テ
ル
で
ラ
ン
チ
を
頂
き
、

そ
の
後
日
本
銀
行
を
見
学
し
ま
し
た
。

次
に
貨
幣
博
物
館
に
行
き
、
そ
こ
で

一
億
円
の
札
束
の
重
量
感
を
体
験
し

ま
し
た
。
個
人
で
は
行
け
な
い
よ
う

な
博
物
館
見
学
は
、
貨
幣
と
社
会
と

の
関
わ
り
が
勉
強
で
き
、
大
変
有
意

義
で
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
、
と

て
も
満
足
の
様
子
で
、
ま
た
、
色
々

な
分
野
で
の
研
修
に
も
是
非
参
加
さ

せ
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
若
葉
が
川
面
に
映
る
５
月
、
分
館

活
動
の
一
つ
で
地
域
の
親
睦
を
兼
ね

た
研
修
「
わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道
と
富

弘
美
術
館
見
学
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
バ
ス
で
出
発
し
大
間
々
駅
で
、
二

両
し
か
な
い
列
車
に
乗
り
か
え
神
戸

駅
内
の
列
車
食
堂
清
流
に
て
昼
食
を

頂
き
ま
し
た
。
美
術
館
で
は
、
口
で

筆
を
く
わ
え
書
い
た
と
は
思
え
な
い

絵
と
詩
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

 

後
日
81
才
の
男
性
か
ら
こ
ん
な
話

が
届
き
ま
し
た
。
今
ま
で
足
腰
が
不

自
由
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
研
修
に

参
加
し
た
ら
、
歩
く
こ
と
が
で
き
元

気
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
分
館
の
催
し
に
参
加
す
る
こ
と

が
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局） TEL（57）4188

2

友　沼

春
の
健
康

  
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

新　橋

敬
老
お
楽
し
み
会

野　木

分
館
研
修
に
参
加
し
て

　
　
（
野
渡
地
区
）

野　木

研
修
旅
行

　
　
（
野
木
地
区
）



【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局） TEL（57）4188

4

特
集
特
集野木・まちある紀
特
集
特
集野木・まちある紀
特
集野木・まちある紀

その6
南赤塚散策

　赤塚ふれあい公園の駐車場からスタートして、①松平下屋敷遺構を探しながら、②野木資源化セ

ンター横を通過し、③県指定文化財の大塚古墳に到着。そして北上、平将門が在陣したため“御門”

の地名となった旧清水寺跡の④御所塚の石碑を確認後、右折して厳かな樹林の参道を根渡神社境内

に向かう。途中、針谷屋敷の遺構を見つけながら…。神社の境内散策後、新幹線下を通過し、倉井

海軍少尉B29迎撃中墜落跡を訪ね、県道東野田・古河線に戻り、出発点の赤塚ふれあい公園を目指

します。約1時間30分コースです。

※歩いた感想や野木の見どころをお寄せ下さい！

　野木町公民館（館報編集委員会事務所）  TEL（５７）４１８８

⑤根渡神社⑤根渡神社

⑥倉井少尉
　墜落跡

③県指定文化財
　大塚古墳

お地蔵さん

赤塚ふれあい公園駐車場

②野木資源化センター

金剛寺廃寺跡金剛寺廃寺跡
池池

池池

ゆーらんどゆーらんど

針谷屋敷遺構

県道東野田・古河線

取材風景

南赤塚小学校南赤塚小学校

老人介護施設・ひまわり荘老人介護施設・ひまわり荘

南赤塚

御門

リハビリ施設　花の舎(いえ)
　機能回復のための入院リハビリ

治療の病院。ベッド数114床。県

内だけでなく近県医療機関からの

紹介による入院治療のみ。また隣

接して35床の透析室もある。

④御所塚（清水寺跡）

東 

北 

新 

幹 

線

①
松
平
下
屋
敷
遺
構
跡



公民館　館報ふれあい

3

　
大
正
15
年
野
木
町
南
赤
塚
に
生
ま

れ
、
父
豊
氏
の
経
営
す
る
農
業
と
造

園
業
を
引
継
が
れ
た
。

　
早
く
か
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
青
年

団
活
動
を
積
極
的
に
さ
れ
、
栃
木
県

連
合
青
年
団
議
長
、
日
本
青
年
団
協

議
会
本
部
事
務
局
長
な
ど
町
外
で
も

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

　
野
木
の
美
し
い
風
土
と
歴
史
を
愛

し
、
野
木
町
史
編
集
委
員
と
し
て
「
歴

史
編
」
と
「
民
俗
編
」
の
編
纂
に
協

力
し
た
。
現
在
も
町
文
化
財
保
護
審

議
委
員
と
し
て
活
躍
中
。
ま
た
、
ゴ

ミ
の
処
理
問
題
に
も
取
り
組
み
、
資

源
化
セ
ン
タ
ー
設
立
に
尽
力
し
た
。

　
ま
た
根
渡
神
社
の
最
高
責
任
者
を

さ
れ
、
管
理
運
営
を
担
当
。
平
成
14

年
の
火
災
の
折
に
は
氏
子
を
ま
と
め

銀
行
に
借
入
れ
す
る
こ
と
な
く
再
建

に
奔
走
し
た
。
趣
味
は
墨
絵
、
地
理

歴
史
研
究
、
菊
づ
く
り
等
幅
広
く
、

お
だ
や
か
な
語
り
口
か
ら
人
柄
が
し

の
ば
れ
る
。

　
根
渡
神
社
は
正
一
位
大
明
神
と
し

て
祭
神
大
己
貴
命
を
祀
り
、
天
文
年

間
創
建
以
降
更
に
寛
延
元
年
改
築
を

行
い
天
明
３
年
奉
造
遷
宮
さ
れ
た
。

　
明
治
政
府
の
神
道
国
教
化
政
策
に

基
づ
き
、
愛
宕
神
社
、
稲
荷
神
社
、

雷
電
神
社
、
赤
示氏
神
社
、
佐
室
神
社
、

厳
島
神
社
が
根
渡
神
社
に
明
治
40
年

合
祀
さ
れ
た
。

　
な
お
根
渡
神
社
の
正
月
行
事
と
し

て
「
献
燈
の
儀
」
が
あ
り
、
元
旦
の

午
前
０
時
に
「
松
明
の
火
」
が
参
道

を
通
り
社
殿
に
向
う
。

　
そ
の
次
の
「
初
水
の
儀
」
の
行
事

は
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜
九
二
）

に
当
地
に
移
り
住
ん
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
、
針
谷
家
の
井
戸
か
ら
初
水
を

汲
み
、
神
前
に
供
え
ら
れ
る
。

　
年
賀
に
は
近
隣
の
各
地
か
ら
２
万

３
千
人
余
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
ア
メ
リ
カ

軍
Ｂ
29
爆
撃
機
編
隊
約
70
数
機
が
昭

和
20
年
２
月
９
日
午
後
２
時
頃
茨
城

県
鹿
島
灘
方
向
か
ら
本
土
に
侵
入
し
、

群
馬
県
太
田
市
の
中
島
飛
行
機
工
場

爆
撃
に
向
か
う
途
中
、
佐
川
野
地
区

上
空
高
度
約
１
万
メ
ー
ト
ル
で
銃
撃

戦
と
な
り
ま
し
た
。
倉
井
少
尉
は
Ｂ

29
爆
撃
機
に
体
当
た
り
を
敢
行
、
両

機
と
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
少
尉
の

戦
闘
機
は
佐
川
野
の
柿
沼
勝
一
郎
氏

所
有
地
に
墜
落
し
ま
し
た
。

　
柿
沼
氏
は
こ
の
地
に
慰
霊
碑
を
建

立
し
、
少
尉
を
手
厚
く
供
養
し
ま
し

た
。

 

そ
れ
を
知
っ
た
三
重
県
出
身
の
少

尉
の
ご
遺
族
は
、
そ
の
後
も
柿
沼
氏

と
交
流
を
続
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
今
か
ら
千
五
百
年
前
、
西
暦
五
百

年
頃
の
古
墳
時
代
の
方
墳
。
こ
の
地

域
に
方
墳
が
珍
し
い
為
、
県
指
定
の

文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
規
模
は

一
辺
の
長
さ
23
ｍ
、
高
さ
3.5
ｍ
、
墳

頂
部
は
９
ｍ
×
８
ｍ
の
長
方
形
の
平

坦
地
、
墳
頂
に
祠
が
あ
り
ま
す
。

　
御
門
古
墳
群
の
主
墳
で
近
く
に
五

基
の
古
墳
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
五
界

塚
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は

四
基
し
か
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
※
国
内
に
大
塚
古
墳
と
呼
ば
れ
る

古
墳
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
前
方
後

円
墳
、
円
墳
、
方
墳
な
ど
色
々
あ
り
、

墳
型
に
一
定
の
決
ま
り
は
な
い
よ
う

で
す
。
た
だ
単
に
一
般
の
墓
と
違
い
、

こ
ん
も
り
と
し
て
大
き
い
と
言
う
意

味
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

素
顔

  
〜
ご
存
知
で
す
か
〜

根
渡
神
社
に
つ
い
て

長島　栄さん

倉
井
少
尉
の
碑

大
塚
古
墳

さ
い
じ
ん
お
お
な
む
ち
み
こ
とた

い
ま
つ



In
fo
rm

a
tio

n

健
康
度
測
定
を
し
て
み
ま

せ
ん
か

健
康
の
た
め
に
積
極
的
に
何
か
し

て
い
ま
す
か
。

ま
ず
、
自
分
の
身
体
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
の
健
康

状
態
や
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
康
的
な
生
活
習

慣
の
確
立
を
目
指
し
、
安
全
で
効
果

的
な
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、

楽
し
み
な
が
ら
健
康
度
を
測
定
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

対

象

歳
以
上
の
野
木
町
国
民

３０健
康
保
険
加
入
者

実
施
日

９
月

日
（
火
）

２９
月

日（
火
）

１１

１０
月

日（
金
）

１１

２７

※
各
実
施
日
と
も
定
員

名
１５

時

間
午
前
９
時

分
～
午
後
３
時

分

３０

３０

※
役
場
午
前
８
時
発
、
午
後
５
時
３０

分
着
予
定

※
町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用

会

場
と
ち
ぎ
健
康
の
森（
宇
都
宮
市
）

内

容

産
問
診
（
生
活
・
運
動
・
栄
養
等
）

産
医
学
的
検
査
（
身
体
計
測
・
尿
検

査
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
血
液
検

査
・
血
圧
測
定
・
肺
機
能
・
安
静

時
心
電
図
等
）

産
理
学
的
検
査（
医
師
の
診
察
・
運
動

負
荷
試
験
実
施
の
可
否
判
断
等
）

産
運
動
負
荷
試
験
（
自
転
車
エ
ル
ゴ

メ
ー
タ
ー
に
よ
る
心
臓
疾
患
の
発

見
・
最
大
酸
素
摂
取
量
測
定
等
）

産
体
力
測
定
（
筋
力
・
瞬
発
力
・
柔

軟
性
・
平
衡
性
・
敏
捷
性
・
筋
持

久
力
等
）

産
個
別
指
導
（
医
師
・
健
康
運
動
指

導
士
・
栄
養
士
・
保
健
師
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
）

申
込
期
間

８
月

日
～

日

１７

２１

申
込
方
法

電
話
で
町
住
民
課
へ

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

用
意
す
る
も
の

運
動
靴
・
タ
オ
ル

料

金
１
８
４
０
円
（
測
定
料
１
０
０
０

円
と
昼
食
代
８
４
０
円
）

問
町
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

国
民
健
康
保
険

限
度
額
適
用
認
定
証

限
度
額
適
用
認
定
証
は
、
国
民
健

康
保
険
加
入
の

歳
未
満
の
方
が
入

７０

院
し
た
場
合
の
医
療
費
の
自
己
負
担

限
度
額
を
病
院
に
示
す
も
の
で
す
。

病
院
に
保
険
証
と
認
定
証
を
提
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
か
月
間
の
窓

口
負
担
額
が
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。（
保
険
診
療
分
の
医
療
費
）

８
月
１
日
よ
り

年
分
の
所
得
で

２０

自
己
負
担
限
度
額
が
決
ま
り
ま
す
。

必
要
な
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

保
険
証
・
印
鑑

※
自
己
負
担
限
度
額
は
１
か
月
（
各

月
１
日
～
末
日
）
の
金
額
で
す
。

※
上
位
所
得
者
と
は
、
基
礎
控
除
後

の
所
得
額
が
６
０
０
万
円
を
超
え

る
世
帯
の
方
で
す
。

※[
]

内
は
、
過
去

か
月
の
う
ち

１２

で
自
己
負
担
限
度
額
上
限
ま
で
の

支
払
い
が
４
回
目
以
降
の
場
合
で

す
。

※
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
食
事
代
は
自
己

負
担
限
度
額
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
所
得
を
申
告
し
て
い
な
い
と
上
位

所
得
者
と
し
て
判
定
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
場
合
、
認
定
証
を
交
付
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
町
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
が
更
新
に
な
り
ま
す

歳
か
ら

歳
ま
で
の
方
の
医
療

７０

７４

費
は
、
現
在
１
割
ま
た
は
３
割
の
自

己
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

８
月
１
日
よ
り

年
分
の
所
得
で
負

２０

担
割
合
が
決
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め

高
齢
受
給
者
証
が
更
新
に
な
り
ま
す

の
で
新
た
な
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま

す
。医

療
を
受
け
る
と
き
は
保
険
証
と

新
し
い
受
給
者
証
を
併
せ
て
病
院
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

（12）

お知らせ

認定証

表示
自己負担限度額世帯区分

A

１５０，０００円＋（かかった医療費

－５００，０００円）×１％

[８３，４００円]

上位所得者

B

８０，１００円＋（かかった医療費

－２６７，０００円）×１％

[４４，４００円]

一般

C３５，４００円 [２４，６００円]
住民税

非課税世帯



後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
が
更
新
に
な
り
ま
す

歳
（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方

７５
は

歳
）
以
上
の
方
の
医
療
費
は
、

６５
現
在
１
割
ま
た
は
３
割
の
自
己
負
担

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
１

日
よ
り

年
分
の
所
得
で
負
担
割
合

２０

が
決
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
更
新
に
な

り
ま
す
の
で
新
た
な
保
険
証
を
郵
送

し
ま
す
。

医
療
を
受
け
る
と
き
は
新
し
い
保

険
証
を
病
院
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

入
院
時
の
食
事
代
減
額
制

度
を
ご
存
知
で
す
か
？

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
ま

た
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
次
の

条
件
を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、
入
院
時
の

食
事
代
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、

歳
以
上
（

歳
以
上
で

７０

６５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
を
含

む
）
で
療
養
病
床
に
入
院
さ
れ
て
い

る
次
の
条
件
の
方
も
申
請
に
よ
り
減

額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
、
食
費
及
び

居
住
費
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

酸
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

額
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

持
参
す
る
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
印
鑑

酸
国
民
健
康
保
険
加
入
者

額
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
世
帯
主

が
市
町
村
民
税
非
課
税

持
参
す
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

問
町
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

献
血
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
尊
い
生

命
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

人
を
救
う
た
め
、
健
康
な
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

９
月

日
（
木
）

１７

午
前

時
～
正
午

10

午
後
１
時
～
午
後
４
時

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
１

５７

町
敬
老
会

町
で
は
、
敬
老
の
日
を
祝
し
て
敬

老
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日

時

９
月
３
日（
木
）

酸
午
前
の
部

午
前

時
～

１０

野
木
第
二
中
学
校
区
の
方

酸
午
後
の
部

午
後
２
時
～

野
木
中
学
校
区
の
方

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

内

容

式
典
及
び
演
芸

招

待

満

歳
以
上
の
方

７２

（
９
月
１
日
現
在
）

※
案
内
状
は
、８
月
中
旬
発
送
予
定

敬
老
祝
金

今
年
度
よ
り
、
敬
老
年
金
が
敬
老

祝
金
に
変
わ
り
ま
し
た
。

９
月
１
日
現
在
で
、
満

歳
、

７７

８０

歳
、

歳
、

歳
、

歳
、

歳
、

８５

８８

９０

９５

歳
、
１
０
０
歳
の
方
に
お
渡
し
し

９９ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
３

５７

お知らせ

（13）

※参考

入院時食事代の標準負担額（１食当り）

２６０円一般、現役並み所得者

２１０円９０日までの入院
市町村民税非課税世帯等

１６０円９０日を超える入院

１００円
７０歳以上で世帯全員が市町村民税非課税、
かつ各所得額が０円となる世帯に属する方

療養病床に入院されている方の食費及び居住費標準負担額

食 費 ４６０円
居住費 ３２０円

①一般、現役並み所得者

食 費 ２１０円
居住費 ３２０円

②市町村民税非課税の世帯に属する方

食 費 １３０円
居住費 ３２０円

③②のうち世帯全員が

所得０円の世帯に属する方

食 費 １００円
居住費 0円

④③のうち老齢福祉年金受給者

※食費は１食当り、居住費は１日当りの負担額です。
※一般、現役並み所得者の食費負担額は入院している医療機関によ
って異なります。詳しくは医療機関に問い合わせください。
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お知らせ

野
木
町
人
事
行
政
運
営
等

の
状
況
の
公
表

年
度
の
野
木
町
職
員
人
事
行
政

２０
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

蚕

蚕

蚕

轄１
職
員
の
任
免
及
び
職
員
数
に
関
す

る
状
況

産
職
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
選
考

任
用
と
競
争
試
験
任
用
が
あ
り
ま
す
。

【
選
考
任
用
】

・
係
長
以
上
の
職
ま
た
は
こ
れ
に
相

当
す
る
も
の
と
町
長
が
認
め
る
職

・
単
純
な
労
務
職
（
運
転
手
、
用
務

員
等
）

・
法
令
上
の
資
格
も
し
く
は
技
能
等

を
必
要
と
す
る
職
（
保
健
師
、
栄

養
士
、
保
育
士
等
）

【
競
争
試
験
任
用
】

・
選
考
に
よ
り
任
用
す
る
職
以
外
の

職（
事
務
職
等
）

※
競
争
試
験
は
小
山
ブ
ロ
ッ
ク
市
町

等
職
員
採
用
試
験
事
務
共
同
実
施

協
議
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

【
採
用
試
験
実
施
状
況
】

（

年
４
月
１
日
採
用
者
）

２０

産
職
員
数
状
況

【
職
名
別
状
況
】

（

年
４
月
１
日
）

２０

【
年
齢
階
層
別
状
況
】

（

年
４
月
１
日
）

２０

産
職
員
数
・
定
員
管
理
状
況

轄２
職
員
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
の
状
況

①
人
件
費
総
額

（

年
度
一
般
会
計
決
算
）

２０

②
一
般
職
員
給
与
費

（

年
度
一
般
会
計
決
算
）

２０

部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

主な増減理由
対前年
増減数

職 員 数
区 分部 門

20年度19年度

033議 会

一

般

行

政

部

門

普

通

会

計

部

門

消防防災業務等増34340総 務

地方税徴収特別対策業務増11413税 務

000労 働

組織機構改革に伴うもの△ 11011農 水

022商 工

組織機構改革に伴うもの△ 41519土 木

保育事務業務増12322民 生

組織機構改革に伴うもの△ 11415衛 生

△ 1124125小 計

欠員不補充△ 44549教 育 部 門

000消 防 部 門

△5169174小 計

組織機構改革に伴うもの△ 156水 道会
計
部
門

公
営
企
業
等

組織機構改革に伴うもの△ 178下 水 道

後期高齢者医療事務増4128そ の 他

22422小 計

△ 3193196
合 計

[238][238]

（注)１ 職員数は一般職に属する職員数（注)２ [ ]内は、条例定数の合計

構成比人 数年 齢

０．０％０人１９歳以下

１１．４％２２人
２０歳以上
２９歳以下

２４．９％４８人
３０歳以上
３９歳以下

２３．３％４５人
４０歳以上
４９歳以下

４０．４％７８人
５０歳以上
５９歳以下

１００．０％１９３人合 計

構成比職員数組織上名

９．３％１８人課 長

１０．９％２１人課 長 補 佐

９．８％１９人係 長

３５．８％６９人主 任

１０．４％２０人主 査

５．２％１０人主 事

１．０％２人主 事 補

２．１％４人保 健 師

１．０％２人保 育 士

３．６％７人用 務 員

２．６％５人運 転 手

８．３％１６人給食調理員

１００．０％１９３人合 計

人件費率

（Ｂ／Ａ）

人件費

Ｂ

歳出額

Ａ

人 口

平成20年

３月31日

現在

26.7％
1,545,937

千円

5,792,900

千円
26,092人

※人件費には、一般職員のほか町長等特

別職、議会議員、各種行政委員会等の

特別職に支給される給料、報酬等が含

まれています。

623,328千円給 料

89,515千円職員手当

262,250千円
期末勤勉

手 当

975,093千円合 計

一 般
行政職

福祉職
試
験
区
分

一
般
事
務

保
健
師

保
育
士

人
１９５

人人
１３受

験
者

３
人

１
人

１
人

最
終
合
格
者



お知らせ

（15）

③
特
別
職
報
酬
、
手
当

（

年
４
月
１
日
現
在
）

２０

④
平
均
給
料
月
額
及
び
平
均
年
齢

（

年
４
月
１
日
現
在
）

２０

⑤
初
任
給
（

年
４
月
１
日
現
在
）

２０

⑥
経
験
年
数
別
・
学
歴
別
給
料
月
額

（

年
４
月
１
日
現
在
）

２０

⑦
一
般
行
政
職
級
別
職
員
数
状
況

（

年
４
月
１
日
現
在
）

２０

※
教
育
部
門
・
公
営
企
業
等
会
計
部

門
を
除
く

⑨
勤
務
時
間
状
況

・
始
業
終
業
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

３０

※
勤
務
に
特
殊
性
が
あ
る
場
合
は
、

別
に
勤
務
時
間
を
定
め
る
。

・
休
憩
時
間

正
午
～
午
後
１
時

⑩

年
次
有
給
休
暇

・
一
の
年
度
に
お
い
て
、

日
以
内

２０

・
取
得
状
況
…
平
均
使
用
日
数
８
・
６
日

⑪
特
別
休
暇

【
概
要
】選
挙
権
の
行
使
、結
婚
、出
産
、

交
通
機
関
の
事
故
そ
の
他
特
別
の
事

由
に
よ
り
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇

⑫
育
児
休
業
及
び
部
分
休
業

【
概
要
】子
を
養
育
す
る
職
員
の
継
続

的
な
勤
務
を
促
進
し
、
職
員
の
福
祉

を
増
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
制
度

・
育
児
休
業
利
用
状
況
…
６
人

（
生
後
３
年
に
達
し
な
い
子
を
養
育

し
て
い
る
職
員
）

・
部
分
休
業
利
用
状
況
…
な
し

（
３
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
し
て

い
る
職
員
が
復
職
し
た
場
合
に
取

得
で
き
る
・
勤
務
し
な
い
時
間
給

与
減
額
）

平

均

年

齢

平
均
給
料
月
額

区

分

44.0歳350,300円

一
般
行
政
職

（
事
務
職
員
、

技
術
職
員
）

51.1歳266,400円

技
能
労
務
職
員

（
運
転
手
、

調
理
員
）

支

給

額

区

分

172,200円

大

学

卒

一

般

行

政

職

140,100円

高

校

卒

137,200円

高

校

卒

技
能
労
務
職

経
験
年
数

年
20

経
験
年
数

年
15

経
験
年
数

年
10

区

分

361,700円321,633円268,150円

大

学

卒

一

般

行

政

職

289,600円

高

校

卒

構成比職員数標準的な職務内容区分

4.8％6人主事・技師・主事補・技師補１級

4.8％6人主事・技師２級

12.1％15人主査３級

37.1％46人主任４級

28.3％35人係長・課長補佐５級

12.9％16人課長６級

⑧手当支給状況 （２０年４月１日現在）

給 料 月 額 等区 分

546,000円(30%減額)町 長
給 料

589,000円(5%減額)副 町 長

350,000円議 長

報 酬 280,000円副 議 長

260,000円議 員

1.6月分

1.75月分

６月期

１２月期

町 長

期末手当

副 町 長

3.35月分計

1.6月分

1.75月分

６月期

１２月期

議 長

副 議 長

議 員

3.35月分計

内 容区 分

13,000円

6,500円

6,500円

5,000円加算

配偶者

第２子まで

その他の扶養親族

16歳から22歳の子１人につき

扶養手当

運賃相当額

2灼以上2,000円から

公共交通機関利用

自家用車など利用
通勤手当

家賃に27,000円以内借 家
住居手当

新築・購入から5年間2,500円持 家

勤勉手当期末手当支 給 月

期 末 勤 勉

手 当

0.71月分

0.71月分

1.42月分

1.4月分

1.6月分

3.0月分

6月期

12月期

計

職制上の段階、勤務の級等による加算措置あり

定 年自己都合勤続年数

退職手当

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

20年

25年

35年

最高限度額

定年前早期退職特別措置があります。

1.6％職員全体に占める手当支給職員の割合
特 殊

勤務手当
147千円支給総額

4手当の種類（手当数）

38,408千円支給総額
19年度

時 間 外

勤務手当

212千円職員1人当たり支給年額

38,082千円支給総額
20年度

228千円職員1人当たり支給年額
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お知らせ

⑬
介
護
休
暇

【
概
要
】職
員
が
配
偶
者
、
父
母
、
子
、

配
偶
者
の
父
母
の
負
傷
、
疾
病
ま
た

は
老
齢
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
も
の
の
介
護
で
、
勤

務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ

る
場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間

に
つ
き
給
与
減
額
を
す
る
制
度

・
取
得
状
況
…
な
し

⑭
病
気
休
暇

【
概
要
】職
員
が
負
傷
ま
た
は
疾
病
の

た
め
療
養
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
、

そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・
医
師
等
の
証
明
書
が
必
要
な
病
気

休
暇
取
得
状
況
…
７
人

轄３
分
限
処
分
及
び
懲
戒
処
分
状
況

（
１
）分
限
処
分

【
概
要
】地
方
公
務
員
法
第

条
第
３

２８

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
意
に

反
す
る
降
任
、
免
職
、
休
職
を
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
制
度

・
処
分
状
況
…
な
し

（
２
）懲
戒
処
分

【
概
要
】地
方
公
務
員
法
第

条
第
４

２９

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
戒
告
、
減
給
、

停
職
及
び
免
職
の
処
分
を
す
る
制
度

・
処
分
状
況
…
１
件

轄４
服
務
状
況

（
１
）服
務
規
律
の
概
要

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
公
共
の

利
益
の
た
め
に
勤
務
し
、
誠
実
か
つ

公
正
に
職
務
に
専
念
す
る
規
律

（
２
）服
務
規
律
の
確
保
の
た
め
に

・
地
方
公
務
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

接
客
等
を
行
う
た
め
に
野
木
町
職

員
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
実
施

・
野
木
町
人
材
育
成
基
本
方
針
実
施

轄５
職
員
の
研
修
及
び
勤
務
成
績
の
評

定
の
状
況

（
１
）研
修
の
実
施
状
況

・
小
山
地
区
職
員
研
修
協
議
会
研
修

→

人
４８

・
栃
木
県
市
町
村
職
員
研
修
協
議
会

研
修
→

人
１０

・
そ
の
他
→
８
人

（
２
）勤
務
成
績
評
定
実
施
状
況

町
人
材
育
成
基
本
方
針
の
中
の
人

事
評
価
制
度
に
基
づ
き
、

年
度
か

１８

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

轄６
福
祉
及
び
利
益
の
保
護
の
状
況

（
１
）健
康
保
持
増
進
対
策

・
健
康
診
断

一
般
健
康
診
断
・
が
ん
検
診

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施

（
２
）労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
事
項

・
町
職
員
安
全
衛
生
管
理
委
員
会
の

設
置

（
３
）災
害
補
償
の
実
施
状
況

【
概
要
】地
方
公
務
員
法
第

条
第
１

４５

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
が
公
務

に
よ
り
死
亡
、
負
傷
も
し
く
は
疾
病

し
、
ま
た
は
障
が
い
状
態
に
な
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
補
償
す
る
制
度

・
認
定
状
況
…
な
し

轄７
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求

状
況係

属
事
案
は
な
く
、

年
度
に
新

２０

た
な
措
置
要
求
は
な
か
っ
た
。

轄８
不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
し

立
て
の
状
況

係
属
事
案
は
な
く
、

年
度
に
新

２０

た
な
不
服
申
し
立
て
は
な
か
っ
た
。

問
町
総
務
課

撒（

）４
１
５
８

５７

お
口
の
健
康

８
０
２
０
運
動
表
彰

８
０
２
０
運
動
と
は
、

歳
に
な

８０

っ
て
も
、健
康
な
自
分
の
歯
を

本
２０

残
そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

小
山
歯
科
医
師
会
で
は
、こ
の
運

動
の
普
及
啓
発
を
目
的
に
表
彰
事
業

（
粗
品
贈
呈
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

年
４
月
１
日
現
在
満

歳
以
上

２１

８０

で
自
分
の
歯
が

本
以
上
あ
る
方
。

２０

虫
歯
の
治
療
を
し
て
あ
っ
て
も
、

自
分
の
歯
が
残
っ
て
い
れ
ば
該
当

し
ま
す
。
過
去
の
表
彰
者
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

診
査
方
法

町
内
歯
科
医
院
及
び
町
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
歯
科
検
診
（
無
料
）
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
町
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
け
る
場
合
は
８
月
７
日

ま
で
に
電
話
で
町
健
康
福
祉
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

検
診
実
施
日

酸
町
内
歯
科
医
院

８
月
１
日（
土
）～

日
（
月
）

３１

酸
町
保
健
セ
ン
タ
ー

８
月

日（
月
）

１０

午
後
１
時

分
～
２
時

３０

応
募
方
法

検
診
を
受
け
る
歯
科
医
院
に
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
１

５７

小
山
歯
科
医
師
会

撒
０
２
８
５（

）
５
９
５
４

２２
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栃
木
県
心
の
輪
を
広
げ
る

障
が
い
者
理
解
促
進
事
業

障
が
い
者
に
対
す
る
県
民
の
理
解

を
促
進
す
る
た
め
に
、「
心
の
輪
を
広

げ
る
体
験
作
文
」と「
障
が
い
者
週
間

の
ポ
ス
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

産
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

テ
ー
マ

出
会
い
、ふ
れ
あ
い
、心
の
輪

～
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の

心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
広
げ
よ
う
～

応
募
資
格

小
学
生
以
上

字

数
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
Ｂ
判
縦

書
き
２
～
４
枚
程
度

※
高
校
生
以
上
は
４
～
６
枚
程
度

産
障
が
い
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

テ
ー
マ

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰

も
が
能
力
を
発
揮
し
て
安
全
に
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現

応
募
資
格

小
、中
学
生

規

格
画
用
紙
Ｂ
３
判
ま
た
は
四
つ
切
り

縦
書
き
、
彩
色
・
画
材
は
自
由
。

小
学
生
に
お
い
て
は
、
標
語
そ
の

他
の
文
字
を
入
れ
な
い
こ
と
。

応
募
方
法

・
小
、中
学
生
は
、各
学
校
か
ら
宇
都

宮
市
障
が
い
福
祉
課
ま
た
は
各
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

・
高
校
生
は
、
各
学
校
か
ら
県
障
が

い
福
祉
課
へ

・
一
般
の
方
は
、直
接
、県
障
が
い
福

祉
課
へ

※
未
発
表
の
も
の
に
限
る

募
集
締
切

９
月
４
日（
必
着
）

表
彰
等

優
秀
作
品
は
、障
が
い
者
週
間（
１２

月
３
日
～
９
日
）期
間
中
、表
彰
し

ま
す
。

問
栃
木
県
障
が
い
福
祉
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
４
９
０

〒
３
２
０
‐
８
５
０
１

宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
２０

ね
ん
き
ん
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ栢
メ
リ
ッ
ト
そ
の
１

老
後
に
受
け
取
れ
る
終
身
の
年
金

で
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
医
療
技
術

の
進
歩
に
よ
っ
て
、
今
後
も
さ
ら
に
延

び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

栢
メ
リ
ッ
ト
そ
の
２

万
が
一
の
場
合
に
も
補
償
が
受
け

取
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け
で

な
く
、
加
入
者
が
事
故
や
病
気
で
障
が

い
が
残
っ
た
場
合
は
「
障
が
い
基
礎
年

金
」
が
支
給
さ
れ
、
死
亡
し
た
場
合
は
、

遺
族
に「
遺
族
基
礎
年
金
」が
支
給
さ

れ
ま
す
。

栢
メ
リ
ッ
ト
そ
の
３

納
め
た
保
険
料
で
税
金
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
全

額
が「
社
会
保
険
料
控
除
」の
対
象
に

な
り
ま
す
。
所
得
税
の
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
、
１
年
間
の
納
付
額

を
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
税
の
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

栢
メ
リ
ッ
ト
そ
の
４

年
金
支
給
額
の
一
部
は
国
が
負
担

し
て
い
ま
す
。

年
金
支
給
額
の
３
分
の
１
（
将
来
は

２
分
の
１
）
は
、
国
が
負
担
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方
は
？

Ａ
今
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
１

か
月
１
４
６
６
０
円
で
す
。

栢
納
め
方
そ
の
１

金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
コ
ン

ビ
ニ
の
窓
口
で
納
め
る
。

保
険
料
は
事
前
に
お
届
け
す
る
納

付
書
で
納
め
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保
険

事
務
所
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

栢
納
め
方
そ
の
２

口
座
振
替
で
納
め
る
。

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
お

近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
、
金

融
機
関
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

栢
納
め
方
そ
の
３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
で

納
め
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て

の
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保

険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）４
１
３
４

２２

町
住
民
課

撒（

）４
１
４
０

５７

http://w
w
w
.sia.go

.jp/
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戦
没
者
追
悼
式

町
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
生

命
を
捧
げ
た
同
胞
を
追
悼
し
、
再
び

こ
の
よ
う
な
不
幸
を
繰
り
返
さ
な
い

こ
と
を
誓
い
、恒
久
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
に
戦
没
者
追
悼
式
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

な
お
、当
日
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
、オ
カ

リ
ナ
演
奏
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日

時

８
月

日（
金
）

２１

午
前

時

分
～

１０

３０

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

参
列
を
希
望
す
る
方

産
町
遺
族
会
会
員

遺
族
会
地
区
役
員
を
通
し
て
申
込
。

産
会
員
以
外
の
方

式
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
９
６

５７

第
９
回
戦
没
者
等
の
遺
族

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

「
第
８
回
特
別
弔
慰
金
」の
基
準
日

（

年
４
月
１
日
）以
降
、

年
３
月

１７

２１

日
ま
で
の
間
に
特
別
弔
慰
金
の
受

３１給
権
を
取
得
さ
れ
た
戦
没
者
等
の
ご

遺
族
へ
、「
第
９
回
特
別
弔
慰
金
」が

支
給
さ
れ
ま
す
。

要
件
に
該
当
す
る
戦
没
者
等
の
ご

遺
族
で
、支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

既
に
、第
８
回
特
別
弔
慰
金
を
ご

遺
族
代
表
者
が
受
給
し
て
い
る
場
合

や
、

年
に
実
施
し
た
第
８
回
特
別

１７

弔
慰
金
を
時
効（
法
律
施
行
か
ら
３

年
間
）に
よ
り
失
権
し
た
場
合
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
、「
支
給
順
位
」に
よ
り
、ご
遺
族
代

表
者
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

酸

年
４
月
１
日
に
お
い
て
、恩
給

１７
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
等
を
受
け
て
い
た
方（
戦
没
者

の
妻
や
父
母
等
）が
、

年
３
月

日

２１

３１

ま
で
に
全
て
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

酸

年
４
月
２
日
か
ら

年
４
月
１

１７

２１

日
ま
で
の
間
に
、戦
傷
病
者
の
方
が

公
務
傷
病
が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
、

年
４
月
１
日
に
現
在
恩
給
法
に
よ

２１る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
方（
戦
没
者
の
妻
や
父
母

等
）が
い
な
い
場
合

支
給
順
位

茨

年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

２１戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

芋
戦
没
者
等
の
子

鰯
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

こ
れ
ら
の
方
の
中
で
、
次
の
す
べ

て
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方

・
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た

・

年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
婚
姻

２１に
よ
り
氏
が
変
わ
っ
て
い
な
い

・

年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
遺
族

２１以
外
の
方
と
養
子
縁
組
を
し
て
い

な
い

允
鰯
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

印
茨
か
ら
允
以
外
の
三
親
等
以
内
の

親
族

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
、引
き

続
く
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

額
面

万
円

２４

（
４
万
円
×
６
年
償
還
記
名
国
債
）

請
求
期
間

年
４
月
１
日
～

年
４
月
２
日

２１

２４

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）
４
１
９
６

５７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

算
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

町
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
概
ね

歳
以
上
の
方

６０

用
意
す
る
も
の

産
配
分
金（
賃
金
に
相
当
）振
込
先

預
貯
金
口
座
通
帳

産
履
歴
書
（
職
歴
記
入
）

年
会
費

正
会
員

２
０
０
０
円

互
助
会

１
５
０
０
円

算
こ
ん
な
仕
事
を
引
き
受
け
て
い
ま
す

工
場
内
外
、
店
舗
等
の
清
掃
／
草

刈
り
払
い
・
庭
の
草
取
り
／
荷
造

り
・
作
業
補
助
等
／
施
設
管
理
（
夜

間
含
む
）
／
物
品
管
理
・
駐
車
場

管
理
等
／
家
事
手
伝
い
・
室
内
外

清
掃
・
病
院
付
き
添
い
等
／
一
般

事
務
／
パ
ソ
コ
ン
で
の
文
書
作
成

／
賞
状
・
宛
名
書
き
／
書
類
整
理

／
植
木
の
剪
定
手
入
れ
／
塗
装
、

障
子
・
網
戸
・
襖
貼
り
等
／
物
品

販
売
手
伝
い
／
ス
ー
パ
ー
の
商
品

補
充
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
の

整
理
等

問
花
野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

撒（

）
２
１
３
７

５６

（18）



浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
た
皆
様
へ

年
1
回
の
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
た
方
は
、浄

化
槽
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
す
る
た
め「
浄
化
槽
管

理
者
」と
し
て
、保
守
点
検
や
清
掃
と

は
別
に
、県
が
指
定
す
る
検
査
機
関

（
栃
木
県
浄
化
槽
協
会
）に
よ
る
定
期

検
査（

条
検
査
）が
義
務
と
な
っ
て

１１

い
ま
す
。

な
お
、定
期
検
査
の
申
し
込
み
は
、

保
守
点
検
を
委
託
し
て
い
る
業
者
、

も
し
く
は
栃
木
県
浄
化
槽
協
会
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
査
料
金

３
０
０
０
円

（
栃
木
県
内
一
律
）

問
栃
木
県
浄
化
槽
協
会

撒
０
２
８（
６
３
３
）１
６
５
０

町
生
活
環
境
課
撒（

）４
１
３
１

５７

堆
肥
の
在
庫
は

電
話
で
確
認
を

野
木
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、皆

様
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を
堆
肥

に
リ
サ
イ
ク
ル
し
、そ
の
堆
肥
を
無

料
で
１
人
５
袋（
袋
は
用
意
し
て
く

だ
さ
い
）ま
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

堆
肥
に
つ
き
ま
し
て
は
、週
１
回

ほ
ど
生
産
さ
れ
ま
す
が
、量
も
限
ら

れ
て
し
ま
う
た
め
、堆
肥
の
在
庫
に

つ
き
ま
し
て
は
、電
話
で
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
野
木
資
源
化
セ
ン
タ
ー

（
日
本
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

撒（

）４
２
３
３

５７

う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

公
共
の
場
所
や
他
人
が
所
有
す
る

場
所
に
空
き
缶
や
吸
い
殻
な
ど
を
捨

て
る
行
為
、
飼
い
犬
の
フ
ン
を
処
理

し
な
い
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歩
き
な
が
ら
の
喫
煙
は
周
囲

の
人
た
ち
に
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
止
め
ま
し
ょ
う
。

住
み
よ
い
環
境
や
景
観
を
保
つ
た

め
に
は
、
町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）
４
１
３
１

５７

農
地
の
適
正
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

農
地
を
遊
休
・
荒
廃
さ
せ
る
と
、雑

草
が
繁
茂
し
病
害
虫
発
生
の
原
因
や

防
犯
上
の
危
険
箇
所
に
な
る
な
ど
、

近
隣
農
地
や
住
民
に
不
安
や
不
快
感

を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
除
草
等
を
行
い
、環
境

に
配
慮
し
た
農
地
の
適
正
な
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

問
町
農
業
委
員
会
事
務
局

撒（

）
４
１
０
９

５７

農
薬
を
使
用
す
る
皆
様
へ

農
薬
は
使
用
や
保
管
の
方
法
を
間

違
え
る
と
、中
毒
事
故
や
環
境
汚
染

を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

農
薬
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
、安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

茅
危
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

栢
ポ
イ
ン
ト
そ
の
１

ラ
ベ
ル
表
示
を
よ
く
読
ん
で
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

栢
ポ
イ
ン
ト
そ
の
２

散
布
回
数
・
使
用
量
等
の
使
用
基

準
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

栢
ポ
イ
ン
ト
そ
の
３

周
辺
環
境
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
町
産
業
課

撒（

）
４
１
５
１

５７

お知らせ

（19）



お
に
ぎ
り
づ
く
り
講
習
会

消
費
者
友
の
会
で
は
、お
に
ぎ
り

づ
く
り
講
習
会
を
行
い
ま
す
。親
子

で
参
加
し
て
、日
本
の
お
米
の
お
い

し
さ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

日

時

８
月

日（
火
）午
前

時
～

１８

１０

会

場

町
公
民
館

対

象

町
在
住
親
子

組
１５

受
講
料

１
組
２
０
０
円

申
込
期
間

８
月

日
～

日

１０

１３

申
込
方
法

受
講
料
を
添
え
町
産
業
課
へ

問
町
産
業
課

撒（

）４
１
５
３

５７

フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
０９

県
内
の
青
年
農
業
者
が
集
ま
り
、

消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
、

自
分
た
ち
が
作
っ
た
農
産
物
や
そ
れ

を
活
か
し
た
飲
食
物
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

て
、販
売
を
行
い
ま
す
。さ
ら
に
、見

て
触
れ
て
楽
し
め
る
、い
ろ
い
ろ
な

農
業
体
験
も
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。

日

時

８
月

日（
日
）

２３

午
前
９
時
～
午
後
２
時

会

場

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村

内

容
農
産
物
販
売
、飲
食
物
販
売
、農
業

体
験
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
等

カ
ブ
ト
ム
シ
無
料
配
布（
数
量
限
定
）

主

催
栃
木
県
青
少
年
ク
ラ
ブ
協
議
会

栃
木
県

問
栃
木
県
農
政
部
経
営
技
術
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）２
３
１
７

町
の
上
水
道
の
検
査
結
果

町
で
は
、
安
心
で
快
適
な
水
道
水

の
供
給
の
た
め
、
毎
月
上
水
道
の
水

質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
道
法
に
基
づ
く
水
質
基
準
に
す

べ
て
適
合
し
て
い
ま
す
。

結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

問
町
上
下
水
道
課
撒（

）４
１
９
４

５７

思
川
浄
水
場（
検
査
機
関
）

撒（

）０
０
３
８

５６

国
分
寺
特
別
支
援
学
校
見
学
会

小
学
校
・
中
学
部

９
月
４
日
（
金
）、

月
５
日（
月
）、

１０

月

日（
土
）

１１

１４

高
等
部月

日（
土
）
、

日（
木
）

１１

１４

２６

内

容
授
業
参
観
・
講
話
・
教
育
相
談
・

学
習
発
表
会
な
ど

申

込

各
実
施
日
の

日
前
ま
で

１０

問
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

撒
０
２
８
５
（

）５
１
２
１

４４

町
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
８
３

５７

In
fo
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お知らせ

（２１年５月１９日採取）水質検査結果

水質基準値愛宕公園馬場公園
採取場所

項 目

100個/悪以下00一 般 細 菌

検出されないこと不検出不検出大 腸 菌

10葵/渥以下2.682.57硝酸態窒素及び
亜硝酸態窒素

0.3葵/渥以下00.01未満00.01未満鉄及びその化合物

0.05葵/渥以下0.0050.005マンガン及びその化合物

200葵/渥以下24.721.6塩 化 物 イ オ ン

300葵/渥以下71.661.2カルシウム・
マグネシウム等(硬度)

500葵/渥以下164159蒸 発 残 留 物

5葵/渥以下0.90.9有機物（TOCの量）

5.8以上8.6以下7.07.0ph 値

５度以下0.00色 度

２度以下0.05未満0.05未満濁 度

１葵/渥以下0.50.5残 留 塩 素



幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

町
は
、幼
稚
園
教
育
の
一
層
の
普

及
と
充
実
を
図
る
た
め
、「
幼
稚
園
就

園
奨
励
費
補
助
事
業
」を
実
施
し
ま

す
。こ

の
事
業
に
よ
り
、公
認
幼
稚
園

に
通
園
す
る
園
児（
３
～
５
歳
）を
お

持
ち
の
保
護
者
は
、幼
稚
園
の
入
園

料
・
保
育
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

必
要
な
手
続
き
等
の
連
絡
は
、幼

稚
園
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
こ
ど
も
教
育
課撒（

）４
１
８
３

５７

市
町
村
税
滞
納
ぼ
く
滅
月
間

２
０
０
９

～
あ
な
た
の
税
が
支
え
ま
す
～

★
全
県
下
一
斉
の
取
組

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図

る
た
め
、８
月
も
引
き
続
き
、「
市
町

村
税
徴
収
強
化
月
間
」と
し
て
、栃
木

県
と
の
協
働
に
よ
り
、全
県
下
一
斉

の
徴
収
強
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
ま
一
度
ご
自
身
の
納
付
状
況
等
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
自
主
的
な
納
付
を
鎧

国
の
改
革
に
よ
り
税
源
が
移
譲
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、国
か
ら
の
補
助

や
負
担
金
が
削
減
さ
れ
、そ
の
分
が

住
民
税（
地
方
税
）に
移
し
替
え
ら
れ

ま
し
た
。

町
の
様
々
な
事
業
を
行
う
た
め
の

費
用
は
皆
様
の
税
金
が
支
え
て
い
ま

す
。所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、

公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

「
滞
納
」す
る
こ
と
は
、税
の
公
平
性

か
ら
見
て
も
ル
ー
ル
違
反
で
す
。

し
か
し
、期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付

が
な
い
場
合
は
、差
押
財
産
等
の
調

査
、滞
納
者
の
住
居
や
事
業
所
の
訪

問
・
捜
索
、自
動
車
等
の
財
産
の
滞
納

処
分（
差
押
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

な
ど
）、を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。滞
納
処
分
を
し
な
く
て
も
よ

い
よ
う
に
、皆
様
の
自
主
的
な
納
税

を
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
税
収
確
保
に
向
け
た
取
組
み

算
納
税
相
談

町
税
等
を
納
期
限
内
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

算
納
税
催
告

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

方
に
対
し
、督
促
状
・
催
告
書
等
の
送

付
、電
話
催
告
、自
宅
訪
問
、
勤
務
先

訪
問
を
行
い
ま
す
。

算
財
産
調
査

滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
、官
公

署
、金
融
機
関
、保
険
会
社
、通
信
機

関
等
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

算
給
与
調
査

滞
納
者
の
給
与
を
差
押
す
る
た
め
、

勤
務
先
に
対
し
給
与
の
調
査
を
行
い

ま
す
。

算
差
押
処
分

不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命
保
険
、給

与
の
ほ
か
、自
動
車
な
ど
の
差
押
を

行
い
ま
す
。差
押
後
も
納
付
さ
れ
な

い
場
合
、差
押
財
産
の
公
売
・
取
立
を

行
い
ま
す
。今
年
度
よ
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
も
実
施
予
定
で
す
。

問
町
税
務
課

撒（

）
４
１
２
４

５７

お知らせ

工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
上
下
水
道
課
撒（

）４
１
６
５

５７

問
町
都
市
整
備
課
撒（

）４
１
５
７

５７

側溝蓋設置工事

９月３０日まで

下水道工事

１０月中旬まで

（21）

下水道工事

１１月下旬まで

※タイヤロックをしています
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８
月
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

「
よ
う
こ
そ
と

き
れ
い
な
道
で

お
も
て
な
し
」

道
路
は
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
最
も
基
本
的
な
公
共
施
設

で
す
が
、あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
、そ
の
重
要
性
が
見
過

ご
さ
れ
が
ち
で
す
。こ
の
月
間
を
機

会
に
、道
路
の
重
要
性
を
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、正
し
い
利
用
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

道
路
は
・
・
・

①
暮
ら
し
に
必
要
な
食
物
や
日
用
品

な
ど
が
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

②
上
空
や
地
下
に
は
生
活
に
欠
か
せ

な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
収
容
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
災
害
時
に
は
避
難
路
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

④
通
風
や
採
光
、
緑
化
な
ど
の
空
間

と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

問
町
都
市
整
備
課
撒（

）４
１
５
５

５７

木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
制
度

「
野
木
町
建
築
物
耐
震
改
修
促
進

計
画
」に
基
づ
き
、町
で
は
、ご
自
宅

の
耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
る
方
に
、

診
断
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る「
木

造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
制
度
」を
創

設
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、ご
自
宅
の
耐
震
診

断
を
受
け
た
い
方
に
対
し
て
費
用
の

一
部
を
町
が
補
助
す
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
が
今
住
ん
で
い
る
家
が
地
震

に
対
し
安
全
か
ど
う
か
診
断
を
お
受

け
に
な
っ
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

対
象
住
宅

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
住
宅

茨
木
造
２
階
建
て
以
下
の
一
戸
建
て

住
宅

芋
在
来
軸
組
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ

た
住
宅

鰯
賃
貸
を
目
的
と
し
な
い
住
宅

允
昭
和

年
（
１
９
８
１
年
）
５
月

５６
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

３１（
旧
耐
震
基
準
建
築
物
）

対
象
者

茨
対
象
住
宅
を
所
有
し
て
い
て
、
当

該
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方

芋
町
税
の
滞
納
の
な
い
方

補
助
額

耐
震
診
断
機
関
（
栃
木
県
住
宅
耐

震
推
進
協
議
会
会
員
）
が
行
う
耐

震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の

２
以
内
を
町
が
補
助
し
ま
す
。
た

だ
し
、

万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

１０

そ
の
他

申
請
書
等
は
町
都
市
整
備
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
な
お
、
こ
の
耐
震
診
断
を
受

け
ら
れ
た
後
、
耐
震
改
修
を
行
う

場
合
の
補
助
制
度
も
創
設
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
都
市
整
備
課
撒（

）
４
１
６
１

５７

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
制
度

「
野
木
町
建
築
物
耐
震
改
修
促
進

計
画
」に
基
づ
き
、安
心
し
て
相
談
で

き
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
県

が
認
定
し
た「
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
派
遣
し
ま
す
。

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
、町
民

の
要
請
に
応
じ
、建
築
物
の
耐
震
診

断
及
び
耐
震
改
修
に
関
す
る
技
術
的

助
言
を
行
い
ま
す
。町
が
派
遣
に
関

す
る
費
用
を
す
べ
て
負
担
す
る
た
め
、

個
人
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、そ
の

業
務
に
お
い
て
一
切
の
営
業
活
動
は

行
い
ま
せ
ん
。

派
遣
対
象

昭
和

年（
１
９
８
１
年
）５
月

５６

３１

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

※
た
だ
し
、店
舗
併
用
の
場
合
は
、
店

舗
等
の
用
に
供
す
る
部
分
の
床
面

積
が
延
床
面
積
の
２
分
の
１
未
満

と
し
ま
す
。

そ
の
他

申
請
書
等
は
町
都
市
整
備
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
な
お
、
申
請
は
各
自
治
会
や

グ
ル
ー
プ
等
の
代
表
者
が
取
り
ま

と
め
、
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。

問
町
都
市
整
備
課
撒（

）
４
１
６
１

５７

（22）



ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
全
国

大
会
等
出
場
費
補
助
金

町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
全
国

大
会
等
へ
の
出
場
に
対
す
る
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対

象

・
町
内
の
小
・
中
学
生

・
町
在
住
の
高
校
・
大
学
生

・
町
在
住
及
び
町
内
在
勤
者

対
象
大
会

日
本
中
学
校
体
育
連
盟
・
日
本
体

育
協
会
、ま
た
は
同
協
会
の
加
盟
団

体
・
文
部
科
学
省
等
政
府
関
係
機
関

に
該
当
す
る
も
の
が
推
薦
等
を
し
て

い
る
大
会

茨
関
東
大
会（
東
日
本
大
会
）等

芋
全
国
大
会

鰯
ア
ジ
ア
大
会

允
世
界
大
会

補
助
金
額
（
１
人
あ
た
り
）

産
小
・
中
学
生

交
通
費
及
び
必
要
に
応
じ
て
宿
泊
費

産
小
・
中
学
生
以
外

大
会
に
応
じ
て
、

3
0
0
0
円
～
5
0
0
0
0
円

問
町
生
涯
学
習
課
撒（

）４
１
８
７

５７

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

町
主
催
の
成
人
式
は
、毎
年
新
成

人
に
な
ら
れ
る
方
々
で
実
行
委
員
会

を
設
け
、式
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。中

学
校
時
代
の
仲
間
と
成
人
式
に

実
行
委
員
と
し
て
参
加
協
力
し
て
み

ま
せ
ん
か
。多
く
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。参
加
さ
れ
る

方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対

象
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内

容
成
人
式
は
１
月

日
（
日
）
を
予

１０

定
し
て
い
ま
す
。
成
人
式
ま
で
に

４
回
程
度
の
実
行
委
員
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
式
の
運
営
方
法

等
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
前

日
の
準
備
か
ら
当
日
の
式
典
等
の

運
営
ま
で
行
い
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課
撒（

）４
１
８
８

５７

行
動
力
育
成
研
修
講
演
会

小
山
地
区（
小
山
市
・
下
野
市
・
野

木
町
）職
員
を
対
象
に
、
創
造
力
と
行

動
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
実
施
い

た
し
ま
す
が
、
住
民
の
方
で
興
味
の

あ
る
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

日

時

９
月
２
日
（
水
）

午
後
２
時
～
３
時

分
３０

会

場

小
山
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル

内

容

地
域
活
性
化
の
動
向

講

師

木
村
俊
昭
氏

定

員

先
着
１
０
０
名

申
込
期
限

８
月

日
１９

入
場
無
料

問
小
山
市
職
員
研
修
所

撒
０
２
８
５
（

）
１
８
７
７

２１

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
会

日

時

９
月
５
日（
土
）

午
前
９
時

分
～

３０

会

場

道
の
駅
思
川

定

員

先
着

名
５０

受
講
無
料

申
込
期
間

８
月

日
～

日

１５

３１

※
テ
キ
ス
ト
配
布

※
活
動
し
や
す
い
服
装
で

問
小
山
市
消
防
署

撒
０
２
８
５（

）３
１
６
４

２１

野
木
分
署

撒（

）
１
１
１
９

５７

お知らせ

（23）

人

権

標

語

せ
か
い
に
や
さ
し
さ
と

お
も
い
や
り
を
ひ
ろ
げ
よ
う

野
木
小
学
校

橋
本

は

し

も

と

貴
仁

た

か

ひ

と

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２０



PLAYLOT～遊び場～
新橋児童館・あかつか児童センターのイベント情報

新橋児童館 ℡(57)9155 あかつか児童センター ℡(54)1440

恭新橋児童館

１８歳以下の児童のための施設です。

開館時間は午前８時３０分から午後５

時３０分で、休館日は日曜日・祝日で

す。

算オセロ大会

日 時 ８月１０日（月）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 小学生

参加無料

申 込 １０時１５分までに来てね。

算楽しいクッキング

『オムライス』を作りましょう。

日 時 ８月２２日（土）

午前１０時～正午

対 象 児童と保護者

参加費 １人１００円

申 込 参加費を添え児童館へ

算出張工作教室

日 時 ８月２５日（火） 新橋学童

８月２６日（水） 野木学童

８月２７日（木） 児童館

午後２時３０分～午後４時

対 象 児童

参加無料

※学童登録以外のみなさんは、２７日

（木）に児童館へ来てね。

算親子でヨガ外

お子さんと一緒に楽しく身体を動

かしましょう。親子でヨガ！は、毎月

最終土曜日を予定しています。

日 時 ８月２９日（土）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 児童と保護者

参加費 １組５００円（当日）

※地図プロ（地図を作ろうプロジェ

クト）みんなの情報をまってま～す。

その他、児童館に関するお問い合わ

せをお待ちしています。気軽に児童

館職員に声をかけてください。

恭あかつか児童センター

算ドッヂボール大会＆

体育館で遊ぼう

夏だからこそ、汗を流しませんか？

広い体育館でのびのび遊ぼう鎧

日 時 ８月７日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 小学生以上

参加無料

申 込 児童センターへ（電話可）

算夏休み理科研究

夏休みになかなかできない理科研

究をやってみませんか？？

今回は「でんぷん作り」じゃがいも

でつくってみよう鎧

日 時 ８月１１日（火）

午前１０時～正午

対 象 小学生以上 ３０名

参加無料

申 込 ８月１日～

児童センターへ（電話可）

算オセロ大会

オセロに自信がある・自分がどれ

ぐらいできるか知りたい・友達と一

緒に参加してみたい外大募集鎧

日 時 ８月２８日（金）

午前１０時３０分～正午

対 象 小学生以上 ３０名

参加無料

申 込 児童センターへ（電話可）

※毎週水曜・木曜は、午前１０時３０分～

１１時３０分まで幼児クラブを実施外

８月はプール鎧幼児クラブ終了後午

後３時まで、プールは自由に入れま

す外ぜひ！来てください鎧１３日（木）

はお盆のため、幼児クラブはお休み

です。児童センターは開いています

のでご利用ください。

児童館・児童センターはこちらです

賛新橋児童館

賛あかつか児童センター

野
木
駅

新橋児童館

ヤ
オ
コ
ー

新
橋
小

←
至
小
山

至
古
河
→

J A

南赤塚小

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

←野木駅

（24）
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毅
毅
毅
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毅
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毅
毅
毅
毅
毅
毅

水あそび

“水あそび”の楽しい季節がやってきまし

た。水あそびは刺激がいっぱいです。子ど

もたちは、水であそぶことが大好きです。保

育所の子どもたちも、毎日のようにプールあ

そびを楽しんでいます。お気に入りの水着

を着て、どの子の顔も夏の太陽に負けないく

らいキラキラと輝いています。

水あそびと言うと、真っ先にプールあそび

を思い浮かべますが、子どもによってはプー

ルを怖がる子もいます。「夏だからプールに

入ろう！」ではなく、まずは水と仲良くなる

ことから始めることをお勧めします。例え

ば、アサガオやオシロイバナの花を水と一緒

にビニール袋に入れてよくもむと、きれいな

色水ができます。この色水で“ジュース屋さ

んごっこ”を楽しむことができます。また、

洗面器に水を張って、せっけんを使ってハン

カチやくつ下を洗う“洗濯ごっこ”も、子ど

もにとっては新鮮な体験です。せっけんの

匂いを嗅ぎ、水に手を入れる気持ちよさも味

わうことができます。水に慣れることで、徐

々にプールあそびも楽しめるようになって

くるでしょう。

保育所では、プールが苦手な子どもに水深

を浅くしたり、ビニールプールを用意したり

して、みんなが楽しめるよう配慮しています。

また、げんきっこクラブにあそびに来た子も、

一緒に楽しむことができます。保育所のお

友だちや先生と広いプールであそびません

か。水着やタオルを持って、ぜひお出かけく

ださいね。お待ちしています。

丸林保育所保育士 新井 小波子

夏真っ盛り！注意一番「熱中症」

熱中症は暑さによって起こる障がいの総

称で、「熱失神」「熱けいれん」「熱疲労」「熱

射病」などがあります。高温多湿で風がな

く、日差しが強いときに起きやすくなるた

め、夏場は思いがけず症状の進行も早いの

で要注意です。

熱中症とは、体内の熱を体外にうまく放

出することができなくなり、体温が上昇す

ること、発汗により体内の水分と電解質の

バランスが崩れる状態です。これらが原因

となり、めまいや吐き気、頭痛、体に痛み

を伴ったけいれん、意識障がいなどを引き

起こします。

熱中症は予防ができます。普段から心が

けてほしいポイントは、

①体調を整える、無理をしない

②通気性のよい服を着て、外出時には帽子

をかぶる

③こまめに水分補給をする

万が一、熱中症かもしれないと思ったら、

応急処置をして医療機関を受診しましょう。

・涼しい日陰やクーラーの効いた室内へ移

動する

・衣類をゆるめて休む

・氷や冷たい水で濡らしたタオルで手足を

冷やす

・スポーツ飲料か食塩水を飲ませる

熱中症は赤ちゃんから高齢者まで、誰に

でも起こりうる可能性があります。これら

を頭にいれながら、暑い夏を乗りきりまし

ょう。

町健康福祉課健康増進係
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がっこうがっこう
野
木
第
二

中
学
校

茅
郷
土
料
理３

年

中
嶋

な
か
じ
ま

奈
津
子

な

つ

こ

地
域
の
郷
土
料
理
を
調
べ
て
作

り
ま
す
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

料
理
を
作
る
の
は
、
と
て
も
良
い

経
験
に
な
り
ま
す
。
地
域
を
知
る

た
め
の
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

茅
伝
統
文
化

３
年

渡
辺

わ
た
な
べ

真
樹
ま

き

私
は
伝
統
文
化
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。
地
域
の
先
生
の
ご
指

導
で
三
味
線
を
弾
き
ま
し
た
。
完

璧
に
弾
け
る
よ
う
に
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

茅
読
み
聞
か
せ３

年

細
谷

ほ

そ

や

佑
希

ゆ

う

き

昨
年
度
の
評
議
員
さ
ん
の
力
を

借
り
て
、
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
や
お
話
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
新
し
い
世
界
が
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、

老
人
ホ
ー
ム
に
出
か
け
、
実
際
に

や
っ
て
み
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま

す
。

茅
も
の
づ
く
り３

年

竹
内

た
け
う
ち

博
紀

ひ

ろ

き

木
工
と
裁
縫
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
も
の
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
。

木
工
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
本
棚

製
作
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
裁
縫
グ

ル
ー
プ
は
個
性
の
あ
る
物
を
作
っ

て
い
ま
す
。

実
際
の
も
の
づ
く
り
を
通
し
、

友
達
の
優
れ
た
と
こ
ろ
、
自
分
の

優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
で
き

る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

茅
和
太
鼓

３
年

小
澤

お

ざ

わ

侑
実
ゆ

み

先
生
を
お
招
き
し
て
練
習
し
て

い
ま
す
。

夏
休
み
に
、
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
演
奏
予
定
で
す
。

学
校
の
先
生
と
は
違
う
感
覚
で
指

導
を
受
け
る
こ
と
、
少
し
ず
つ
自

分
た
ち
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
の
満
足
感
は
、
な
か
な
か
味
わ

え
な
い
と
思
い
ま
す
。

茅
体
験
活
動
を
通
し
て

３
年

神
原

か
ん
ば
ら

崚
介

り
ょ
う
す
け

体
験
活
動
の
目
的
は
、
自
主
的

に
考
え
、
問
題
を
解
決
す
る
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち

は
、
希
薄
な
人
間
関
係
を
改
善
す

る
と
い
う
問
題
に
取
り
組
み
ま
し

た
。地

域
の
方
を
講
師
に
迎
え
、
分

か
ら
な
い
こ
と
を
自
分
か
ら
進
ん

で
先
生
に
た
ず
ね
た
り
、
世
間
話

を
し
た
り
、
仲
間
と
協
力
し
合
っ

て
活
動
し
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
、
課
題
を
解
決
し

て
い
き
ま
す
。

茅
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

３
年

佐
々
木

さ

さ

き

拓
哉

た

く

や

週
に
一
回
、
お
年
寄
り
と
合
計

打
数
を
競
う
試
合
を
し
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
と
話
し
な
が
ら
プ
レ
ー

す
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

の
輪
』を
つ
く
り
、も
っ
と
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
企
画
の

一
つ
で
す
。生
徒
会
役
員
が
司
会

を
務
め
、毎
日
新
し
い
友
達
の
輪

（
フ
レ
ン
ド
リ
ン
グ
）を
広
げ
て
い

ま
す
。

茅
ペ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ
回
収

生
徒
会
副
会
長

熊
谷

く
ま
が
い

聡
史

さ

と

し

今
年
度
か
ら
ペ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ

回
収
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
活
動

の
目
的
は
、
疾
病
か
ら
身
を
守
る

ワ
ク
チ
ン
と
交
換
し
、
世
界
中
の

難
民
の
人
々
に
送
り
、
多
く
の
命

を
救
う
た
め
で
す
。

自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
他

人
に
奉
仕
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ

と
で
す
。
楽
し
い
学
校
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
き
っ
と
誰
か
に
助
け

て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。

茅
生
徒
会
誌
「
十
人
十
色
」

生
徒
会
会
計

齋
藤

な
つ
の

さ
い
と
う

十
人
十
色
と
い
う
の
は
、
生
徒

会
だ
よ
り
の
こ
と
で
す
。
生
徒
会

役
員
の
気
持
ち
や
、
生
徒
会
活
動

へ
の
心
構
え
な
ど
、
生
徒
全
員
で

学
校
生
活
を
楽
し
く
す
る
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。
二
中
ギ
ネ
ス
や

新
聞
紙
・
ア
ル
ミ
缶
回
収
の
集
計

結
果
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

十
人
十
色
を
通
し
て
、
生
徒
会

活
動
を
も
っ
と
活
性
化
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

茅
学
校
活
動
報
告

生
徒
会
長

桂
か
つ
ら

亘
佑

こ
う
す
け

私
た
ち
生
徒
会
は
『
も
っ
と
楽

し
い
学
校
』
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
学
校
を
良
く
す
る
に
は
、
生

徒
の
手
で
と
考
え
て
い
ま
す
。
楽

し
み
を
持
っ
て
登
校
し
、
喜
び
を

持
っ
て
帰
る
生
徒
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
人
間
関
係
づ
く
り
、
一

人
一
人
の
夢
を
つ
か
め
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

茅
フ
レ
ン
ド
リ
ン
グ

生
徒
会
副
会
長

西
村

に
し
む
ら

英
里
子

え

り

こ

給
食
の
放
送
企
画
と
し
て
、
フ

レ
ン
ド
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、他
学
年
と
の
交
流
を

さ
ら
に
深
め
、学
校
全
体
の『
友
達

（26）



社
会
体
育
振
興
に
尽
力

６
月

日
、
県
民
の
日
記
念
式
典

１５

に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
本
県
の

社
会
体
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

に
対
し
、
野
木
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
に
教
育
優
良
団
体
と
し
て
知
事
よ

り
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

「（
仮
称
）
野
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」
検
討
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た

地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
N

P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多

種
多
様
な
町
民
活
動
を
促
進
す
る
た

め
の
活
動
拠
点
、
団
体
間
の
交
流
拠

点
・
情
報
交
換
の
拠
点
と
し
て
の
機

Topics～町の話題・投稿～

能
を
も
っ
た
「（
仮
称
）
野
木
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
設
置
に
あ

た
り
、
第
１
回
検
討
委
員
会
が
５
月

日
、
第
２
回
検
討
委
員
会
が
６
月

２１
日
、
町
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２５
第
１
回
目
で
は
、
町
長
か
ら

名
１５

の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
、
委
員
長
に
鈴

木
廣
志
さ
ん（
南
赤
塚
小
学
校
教
頭
）、

副
委
員
長
に
河
田
政
子
さ
ん（
丸
林
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
委

員
か
ら
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
状

や
活
動
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
目
の
委
員
会
で
は
、
全
体

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
答
申
の
ま
と
め

方
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
を
概
ね
月
１
回
程
度
開
催
し
、
中

間
答
申
を
含
め
来
年
３
月
ま
で
に
は

答
申
を
す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
委
員
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
に
つ
い
て
、
事

例
も
含
め
て
、
た
く
さ
ん
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
次
回
も
『
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
に
つ
い
て
』

を
引
き
続
き
議
題
と
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
、
一
般
の
方
も
傍
聴

で
き
ま
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
催
日
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）４
１
３
２

５７

花
い
っ
ぱ
い
運
動
展
開
中
鎧

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ひ
ま
わ
り
畑
の

草
取
り
＆
間
引
き

６
月

日
、
花
咲
か
せ
隊
・
ひ
ま

１３

わ
り
咲
か
せ
隊
・
町
観
光
協
会
事
業

推
進
部
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約

名
で
ひ
ま
わ
り
畑
の
草
取
り
と
間

３５引
き
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
作
業

は
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
、
慣

れ
る
に
し
た
が
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
進

ん
だ
よ
う
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
野
木
町
消
防
団

１
３
４
名
の
精
鋭
た
ち

水
害
に
備
え
て

二
町
合
同
水
防
演
習

６
月

日
、
野
木
町
・
藤
岡
町
合

２８

同
に
よ
る
水
防
演
習
が
、
藤
岡
町
渡

良
瀬
運
動
公
園
堤
防
に
お
い
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

曇
り
空
の
中
、

名
の
水
防
団
員

８４

は
８
つ
の
工
法
班
に
分
か
れ
て
、
熱

心
に
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
栃
木
県
消
防
防
災
航
空

隊
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
お
お
る

り
）
が
訓
練
に
加
わ
り
、
救
出
救
助

訓
練
等
が
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

（27）

野木町ゲートボール協会

会長 生井亮さん



（28）

本
当
の
お
い
し
さ
を
届
け
た
い

投
稿

矢
畑
む
ら
づ
く
り
組
合

矢
畑
む
ら
づ
く
り
組
合
で
は
、
６

月

日
と

日
の
２
日
間
に
分
け
て
、

１７

１８

町
内
の
全
小
学
校
に
全
児
童
分
の
約

１
５
０
０
個
の
ト
マ
ト
を
贈
り
ま
し

た
。昨

年
、
地
元
の
南
赤
塚
小
学
校
に

贈
り
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
子
ど
も
た
ち
に
新
鮮
で
安
心

安
全
な
本
当
の
お
い
し
さ
を
届
け
た

い
と
い
う
組
合
員
の
声
を
受
け
、
全

小
学
校
５
校
に
広
げ
て
贈
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

矢
畑
地
区
は
、
早
く
か
ら
施
設
園

芸
の
盛
ん
な
地
域
で
、
ハ
ウ
ス
で
は

環
境
に
や
さ
し
い
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
栽

培
を
取
り
入
れ
、
低
農
薬
で
安
心
安

全
な
ト
マ
ト
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

Topics～町の話題・投稿～

地
産
地
消
で

心
豊
か
な
町
づ
く
り

６
月

日
、
町
役
場
で
、
野
木
町
、

２７

矢
畑
む
ら
づ
く
り
組
合
、
Ｊ
Ａ
お
や

ま
野
木
支
店
共
催
の
地
産
地
消
講
演

会
が
、
消
費
者
か
ら
生
産
者
ま
で
の

町
民
の
方

名
が
参
加
し
て
開
催
さ

５０

れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
総
合
研
究
所
理
事
長
の
薄
井

寛
さ
ん
（
町
内
在
住
）
を
招
い
た
講

演
は
、「
地
産
地
消
で
心
豊
か
な
町
づ

く
り
」
と
題
し
た
も
の
で
し
た
。

薄
井
さ
ん
の
「
広
い
視
野
に
立
ち
、

町
民
み
ん
な
で
、
町
の
新
た
な
発
展

の
た
め
に
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
、
参

加
さ
れ
た
方
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

野
木
町
の
地
産
地
消
運
動
は
、
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
高
齢
者

の
知
恵
と
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
大
切
に
、
豊
か
な
環
境
と
ゆ
と
り

の
ス
ペ
ー
ス
を
町
の
貴
重
な
財
産
と

し
て
大
切
に
育
み
な
が
ら
、
こ
の
地

産
地
消
運
動
が
町
の
め
ざ
す
と
こ
ろ

の
｢
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
町

づ
く
り
｣
の
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
推
進
さ
れ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

栃
木
県
緑
化
推
進
委
員
会
長
表
彰

5
月

日
、
茂
木
町
で
開
催
さ
れ

23

た
「
栃
木
県
植
樹
祭
」
に
お
い
て
、

多
年
に
わ
た
る
地
道
な
平
地
林
保
全

活
動
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
野
木

町
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

（
会
長

舘
野
孝
良
さ
ん
）
が
栃
木

県
緑
化
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

水
辺
の
楽
校
で
見
つ
け
ま
し
た

野
木
地
区
に
整
備
が
進
む
「
の
ぎ

水
辺
の
楽
校
」
に
野
蒜
の
花
が
咲
い

の

び

る

て
い
ま
し
た
。

こ
の
野
蒜
は
玉
ね
ぎ
に
似
た
香
り

の

び

る

と
辛
味
が
あ
り
野
草
と
し
て
生
食
の

他
、
味
噌
汁
の
具
や
軽
く
茹
で
酢
味

噌
等
の
味
付
け
で
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
う
し
た
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る

「
水
辺
の
楽
校
」
に
遊
び
に
い
ら
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
知
ら
せ

今
年
度
の
ふ
る
さ
と
祭
り
は
都
合

に
よ
り
休
止
い
た
し
ま
す
。

「（
仮
称
）ち
び
っ
こ
い
鎧
祭
り
」を

８
月

日（
土
）
に
開
催
す
る
予
定
で

２９

す
。

問
町
生
涯
学
習
課
撒（

）
４
１
８
８

５７



Hiro column No.4Hiro column No.4

コラムコラムひひろろコラムひ ろ
野木町長
真瀬宏子

（29）

地
産
牛
乳
で
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

と
牛
乳
寒
づ
く
り

投
稿

Ｓ
Ｖ
Ｃ

（
公
民
館
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

６
月

日
、
公
民
館
調
理
室
に
お

１３

い
て
、
親
子
ペ
ア
で
受
講
す
る
「
地

産
の
牛
乳
を
使
っ
た
お
菓
子
作
り
教

室
」
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
カ

ル
シ
ウ
ム
と
た
ん
ぱ
く
質
の
豊
富
な

牛
乳
を
、
毎
日
美
味
し
く
摂
取
す
る

簡
単
レ
シ
ピ
。
牛
乳
か
ら
チ
ー
ズ
を

作
り
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
焼
き
ま
し

た
。
焼
け
る
ま
で
の
時
間
に
缶
詰
フ

ル
ー
ツ
と
組
み
合
わ
せ
た
冷
菓
・
牛

乳
寒
も
作
り
ま
し
た

牛
乳
を
無
料
提
供
し
て
全
面
的
に

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
岩
崎
牧
場
さ

ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

市町村合併につ

いては、合併を促進

するための合併新法が、来年3月31日に

締切になりますので、多くの方々は、｢

町はどう考えるのか？｣とお尋ねになり

たいと思います。私は、野木町は財政

的にも良好な現在の裏付けが保証でき

る限り、生き残れると考えます。小さ

い規模で独立した自治体として自立の

道を選ぶことは、あるいは困難である

かもしれませんが、皆様に手が届き、目

が配れる今の規模で充実させていくこ

とが、この町にとってよりよい道なの

ではないでしょうか。皆様の夢の実現

に向けて、共に考えながら進んでいき

たいと思います。

その自主自立の決意と同じことが、

野木駅西口のロータリーに建てられた

記念碑に力強く記されています。まさ

しく昭和38年の野木駅竣工の年に、間

々田町と合併をしないで自主独立の道

を選んだ気概が示されています。その

文面からは、先人の方達が一致団結し

てこの野木町に誇りを持って進んでい

こう!と決意した熱意も伝わってきます。

碑文の最後は、以下のように結ばれて

います。

若い野木町は洋々として無限である、

町民よ心に太陽を抱いて前進されんこ

とを

伺ご提案やご意見をお寄せください外

町政へのご提案やご意見をお寄せくださ

い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ

ていただきます。

胸お手紙で

宛先 〒３２９‐０１９５（住所不要）

野木町長 真瀬宏子 行

胸ファックスで 姉０２８０（５７）４１９０

胸メールで

町ホームページトップページの

「ご意見箱」をクリックしてください。

心心に太陽を抱い心に太陽を抱いてて

７月１日現在
人口男12,686人

女12,944人
計25,630人

世帯数 9,036

町の人口

町内の交通事故

8件数
６
月
累
計

0死者

9傷者

50
(-7)

件数
（増減）年

累
計
（
前
年
比
）

２１

1
(0)

死者
（増減）

69
(0)

傷者
（増減）

町内の救急出場

64
出場
件数６

月
累
計 56
搬送
人員

178
(-44)

出場
件数
（増減）

年
度
累
計
（
前
年
比
）

２１

157
(-35)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

1空き巣
６
月
累
計

0自動車盗

0車上ねらい

4自転車盗

8
(-3)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２１

5
(1)

自動車盗
（増減）

6
(-10)

車上ねらい
（増減）

14
(2)

自転車盗
（増減）

今月の納期
第２期

第２期

第２期

第２期

町 県 民 税

国民健康保険税

介護保険料
後期高齢者
医療保険料

四牛乳寒レシピ四

材料 かんてん・・・1袋 牛乳・・・200穐

砂糖・・・・60ｇ 水・・・400穐

果物（苺、キュウイ、桃缶等）・・各50ｇ

作り方

① 鍋に水とかんてんを入れ火にかけ、沸騰した

らさらに２分ほどかき混ぜ、煮溶かします。

② ①に砂糖を加えて溶かし、火を止め、牛乳を

加えて混ぜ合わせます。

③ 容器に果物を切って並べ、②を流し入れ、冷

やして固めます。
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んん
お達者さ

ん

ギャラリー

村上 勝太郎さん
Katsutaro Murakami

(芝山１）
襟襟襟襟襟襟襟襟襟襟襟襟襟襟襟襟襟襟襟襟 裳裳裳裳裳裳裳裳裳裳裳裳裳裳裳裳裳裳裳裳襟裳 岬岬岬岬岬岬岬岬岬岬岬岬岬岬岬岬岬岬岬岬岬

油 彩 画

須須須須須須須須須須
見見見見見見見見見見
須
見

す

み

留留留留留留留留留留
吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉
留
吉
ささささささささささ
んんんんんんんんんん
さ
ん
（（（（（（（（（（

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

（

歳
）））））））））））

と

め

き

ち

８８８８８８８８８８５５５５５５５５５５８５

（（（（（（（（（（
中中中中中中中中中中
古古古古古古古古古古
屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋

（
中
古
屋
）））））））））））

「きんちょう先生」と聞いて、懐かしく中学生の頃を思
い出された方もたぶんいらっしゃると思います。そう
なんです。今回は、多くの教え子から愛称で呼ばれて親
しまれてきた須見留吉先生なのです。
退職後は、選挙管理委員会委員や行政相談員などの町
の要職を歴任する傍ら、現役時代は奥さんにまかせっき
りだった農業に精を出す日々。「農作業は運動にもなっ
て体にも良い」と。趣味も多種多彩で、囲碁や和紙ちぎ
り絵などにも積極チャレンジ。ちぎり絵の自慢の作品
は、町の文化祭などにも出展。「このお達者のコーナー
で皆に元気な姿を見せられればいいのかな」と登場。
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町の花ひまわり。いつも太陽に向かって輝いて咲いてい

ます。私はひまわりのように明るく過ごせますようにと願

いつつ、毎年カメラを向けてシャッターを切っています。

故郷の夏 田口
た ぐ ち

功さん
いさお

定年後の計画をやり尽くした頃、妻から

「絵を習ってみたら・・・」と勧められ、

絵画サークルのスタンツァに入会しました。

初めは人前で絵を描くことがとても恥ず

かしかったのですが、先生の「アラッ素敵

！」との言葉につい乗せられ、いつしかカ

ンヴァスの虜になってしまいました。

今は、月２回仲間たちと切磋琢磨しなが

ら楽しく描いています。この絵は襟裳岬の

風景を描いた私の記念すべきデビュー作で

す。

囲碁のライバルと真剣勝負鎧




